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序

秋田県には数多くの文化財がありますが、中でも鹿角市は国特別史跡

大湯環状手!J石をはじめとして縄文から中世に至るまで数多くの遺跡が所

在しております。これら先人の残した文化遺産を後世に伝えて将来にお

ける文化の向上発展の基礎としてその活用を図ることは私たちの重要な

と思われます

昭和57年度から秋田県土木部により県道田UI花輪i誌のバイハス

実施されることになり その路線上にある案内III. IV . V . VI遺跡の発

指調査が工事に先立って昭和57・58年度の 2か年にわたり行われましたむ

その結果、縄文時代中期の竪穴住居跡・土J民・弥生時代土器・平安H寺

代竪穴住居跡などが検出されました。 この 2年間の発指調査成果

をまとめたものであり 学術・教育上はもとより、文化財-保護思想の

ぬの一助となることを願ってやみません

最後に、この調査にあたり長期間御協力くださった秋田県土木部、同

鹿角土木事務所道路課、鹿角市、鹿角市教育委員会及び地元の皆係に深

く感謝の意を表します

日召和59年 3月31日

秋田県教育委員

教育長斎藤
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第 1章はじめに

第 i章 じめ

第l節 発掘調査に至るまで

山・花rl命線は鹿角市花輪と岩手県安代町田山を結ぶ大部分が山J27道路である。このう

ち花輪字案内と赤坂間は特にWt<、こう i配も急であることから別線としてバイパス道路を建設

する計画が作成され、昭和56年 6月2日付で鹿角土木事務所長より道路予定線上の遺跡分布調

~tの依頼があった。そこで、教育庁文化課では畠 を7月17日に現J也にiJKj宣

し、遺跡分市調査を行い、 4か所の遺跡を確認した。

その後、文化課と迂路課で協議のうえ、昭和57・58年度の 2か年継続で発掘調査を行うこと

となり、案内III遺跡を最初に昭和57年 6月15日から調査が開始されたこl 調査は初年度6，800m'、

次年度 8，300Jずの予定で実施した。

第2節調査の組織と構成

遺 跡 名案内IV. III・V. VI遺跡

遺跡所在地案内rv遺跡鹿角市花輪字案内89番地他

案内III遺跡 鹿角市花輪字案内23番地他

案内V遺跡 鹿角市花輪字案内26番地他

鹿角市花輪宇案内 102番地他

調査期間昭和57年 6月15日-10月22日

昭和58年4月21日-9月初日

調査対象菌穣案内IV遺跡 2，800nf 

案内III遺跡 2，600m' 

案内V遺跡 4，800m' 

案内VI遺跡 12，600m' 

調査面積案内IV遺跡 2.100m' 

案内III遺跡 2，140m' 57年度

案内V遺跡、 2‘970m' 57年度

案内VI遺跡 7，240m' 57年度

2句140m'

2，070m' 

2，040m' 

58年度 2，100m' 

58年度 900m' 

58年度 5‘200m' 
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第1章はじめに

第 1表周辺遺跡一覧表

名I11寺 11::. II~ï JtJl i立!持 i立物 報 土土二
~-_l 
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平i縄文、平安、 1111ttI 縄文土器、平安~;~穴 itl苦獄、 東北針r[1'¥ r~1 動司王道発掘調子玉報長書1'111

対1III I 縄文、平安、 11:1世i縄文緊穴住居跡、中世
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30 i 
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県j草間山・花輪線関係i宣跡

鵠査主体秋田県教育委員会

調査担当者熊谷大郎 j'l吉本 高史(秋田県上里蔵文化財センタ一文化財主事)

調査補佐員 阿部 i事康 菊地一良 主田ち~1Wl上永J {I多 高僑一則

桧森好広 米)11 一郎 畠山

事務補助員 泉沢 奈良

調査協力機関 秋田県鹿角土木事務所

鹿角市役所

鹿角市教育委員

整理作業協力者 関本龍子 加藤正予 土屋ひき子 能谷

後藤正子 茂木 藤井美貴子 中村 奈良

山田 浅石 佐藤文子

発揖調査参加者 浅石竹次郎 浅利雄造 阿部安五郎 阿部 寸、田

小田 )J*~た良1) 小田島善員Ij 海沼仁太郎 海沼与四郎 金沢

川又吉弥 川又喜代治 )11又権太郎 )11又武司 川又秀幸

木村留吉 佐藤清太郎 佐藤彦市 瀬田石隆広 田中敬二

田村勝弥 奈良慶治 奈良正太郎 成田 惣太 根元市蔵

山口 武敏 山崎 j青助 山田正則 相)11 秋本吉子

安保和子 安保テイ子 安保ハルエ 安保ヨシノ 石井ヨシエ

石川 一校 大森テイ子 小田島キクエ小沼 アル 金沢実j辛子

金沢 リセ I11又エイ 川又千代 川又フジ 川又 ミヨ

)11又 ヨリ 木村 ミツ 金田一賓j辛子斎藤節子 佐藤正子

佐藤フミエ 田 チオ 苗代沢ノブ 成田 チギ 正子

前田 コ二ミ 松岡 テイ 松岡トキヨ 二上 宮沢イサエ

宮沢 力ヨ 安村 柳沢 テノレ 柳沢照子 柳沢 ミエ

柳沢ヤス (敬称略
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遺跡の立地と環境第 2章

遺跡、の立J也と J~iJ~~第2車

立地と環境第 1節

遺跡は i司鉄花陥~京|注，t1 花輪判:釈の
かづのし はなわあさあ人々ぃ

丙III~ VL遺跡;;土いずれも虎角市案内に所{I:する

ム口一叶同からJ案内lV. III • V . VIの111ftに位践する東北東 1.8~ :2.8 i、111(二東西に並んだ状態で、

は案内[V遺跡が 174~ 178 ll1、:荘内III遺跡か 180~ 2114 m、案内V.i主同;が21n~ 218 Iil、案内

VI;笠岡市;.22() ~ 24(1 111である
ゆぜ

岩手県旧LGから西流してきた米代JIIはぬ胤を:1-1たところで熊沢JIIを合流して北fHlJへと IIIJきを

変え、北町15て宍J2111、ノj、最I11と合流してここに花輪盆地を形成する この盆地内は束fRljのこ

うi犯の急な山j也、西側のややなだらかな山j也、段Ir-.J由形足ぴi市街地に大号Ijきれ、遺跡は主に米

代川右岸ーの段!日也 }f~上に多く分布している

段 I:f: J也 }f~ もこれにより形成きれているけ花輪盆地内の段 i王は花輪高位段 i王、

ごえ(，:1'2 )主つだて おおさと

越段丘、松館段I王、大型段!王の 5段に区別jきれるが、遺跡はいずれもこのうちの花輪高位段任

鹿角盆地一倍は火山作用、物が広く分布しており、

花I愉仁1]f立↓:支i王、応

上に位置するの花輪高位段正面は花輪盆地の南東部に形成されており、南部では平的こう配も

1
0 

)で際高も 250-350m と高いが、北部ではこう I~ê もゆるやか (2.5
0

)で際高も 180~300 1ll

と低くなる。案内IV遺跡はこの花輪高位段百:の最縁:;iU部にあたり、案内IV遺跡が最jT:i部にあた

る。

花輪盆地は十和田火山起源の火山灰が分布することでも知られているが、大湯.F~~;村\71J 石調子正

は大湯j手石層と名づけられ、遺構の年代関係をとらえるil寺に検出された黄褐色の r火山

案内遺跡でも大場浮石層は倹出されたが、すべての面から険出きれるとて、重要祝されている

したがって、遺備との新|日なJ怯積と認められたものはなかったプライマリわけではなく

大渇j手石層の分布は束mlJの遺跡ほど良好で、案内VLi玄跡の関係をつかむことはできなかった

また地形的I~引也で厚< J側責していると

ころがあり、案内V遺跡の風倒木痕とみられる凹地では数回に及ぶ70cI11もの堆積がみられたの

東部ではほぼ、一様に 5(・111前後の厚きで検出されている c

「
J 
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遺跡の立地とi崇J克第2市:

周辺遺跡と躍史的環境第 2節

などi宣跡の多いことでしられているカヘ .ilj:-年東北縦汽牟白花輪盆地内は古くから

ピッチに発射:Hが行われているハ東北縦紅白動車道にi半う 48遺跡ドドう開発等で、

ここ 5年間の発掘総面積は30万ーと出山花輪線にHc:う 4虎角市立仁1-1学校に{半う 2遺跡、

に解明されつつあJ出方の法相も111を越える J主ト(t'Jの検11¥数も膨大なものがあり、
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rl:J Jmの遺跡としては大木 8~lO式 WJ に恰出向!tjiJJtnの遺跡としては

後}明立の六{主 )~r;

地方の縄文11寺代の111で最も発見調fff!.JIJの多いWfW]

猿ケ平 1i宣J?亦、 WIケ平II遺跡、

j
 
j
 
!
 

l
l
'
 

I
 

'トL
t
e

を険出した天戸が集中するが、

R~: を検出し

:た戸森i玄関¥
品

1 J宣跡、11免Jt)lのj宣日事としてはフラスコ:f-kピいノトを杉t出した

j京ケiFII j宣跡、

であるが、案内 I遺跡、

あげ.ら1.1る

i 遺跡、

D 

拍木森遺跡、 J史 あげらlLるn

としてはj京ケ平 1 事、 1;車馬j立回;

f+って多くの調子fWljがある。
実iA遺品、案内 1ì主 hli~: 、天戸 fι~!ì、経11

弥生時代は遺構の検出はないものの、遺物が

カfあげられる

平安11寺代の遺跡は近年の東北縦貫自動

II 遺跡、

中の1I1奇遺跡、

民

妻の神 1遺跡

中13木森遺跡、

跡、妻の神田遺跡、

あり、ほとんどグ)J主制;カtfi

'j~ Ht~ 、

るが、いずlLもごく一部の調子tのため、その全貌はまだ

このうち乳牛企の一部とみられる妻の棚上1立tku二千:)からは中 111:の

発J認調子長のfJわれたのはほのヰ

j也紘辺部から主穴住居跡を{全出したの

+It止J}J~館は詑角に 58か I~，片確認さ jしている

神館、花輪Ii官(北長官)、孫右エ

解明されていない

三穴:1犬i立怖か、検出されている。

ifJ也_frlI'γ九十F，16iid' ~~:3~)巻市 17内IHil専夫「秋EHU日米代川流J或の第四紀火山川リ青物と段 Ii-.J也11三J

号、 1970年 u

1 ) 

~' fj( ER県総合地質図IIJfiLl1 ~J7:3年。これによると，自/出主任はお 1ほほ IÍ:. とi
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段j王に分かれる(第 2間参nn)が、連続性{二乏しいためここではーイ汚して分加したう

1982年、秋田県教育委只会。II 
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県道田山・花輪線関係遺跡

詑 4) 詑 3と同じ。

11:1: 5 ) 号Ij*1nl 1 I秋田県はりま館、大岱II、案内V、払回柵および平鹿の各E古代遺跡中の火山灰の

;f;Ji:物{ヒ''j'f:(]ZJ分析-J に使用のものがこれにあたる。

詑 6) 第l図、第 1去の遺跡番号ーと一致する。

託 7) 今回調布した案内III遺跡と同一段丘上に位置するi章一跡。本調査より先の1981年に東北縦貫

L':l動半j邸主設にIfう発11:1¥調売が行われ、縄文時代医穴住居跡・土担、平安時代思穴住居跡等

を怜出した c 秋田県教育委員会『東北縦民自 1983年。

第 2図段丘地形図については、能代北高等学校教諭

一氏の御指導、在jJ教授を賜わった。記して感謝したい。

十和田高等学校教諭 鎌田健

口
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U
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案内 III 遺跡

j立跡、番号

所イl: 地

調fE対象面h'1

調食面相

調査期間

~O. 2 

鹿角diイヒ愉下案内23昏地他

2.600m 

2，140m-

昭和57年 6JU5 U -8月10日



第l章遺跡の概要

第 i章調査の概要

第1節遺跡の概観

1 .遺跡の層

層 本的(こは 6つに される υ ただし i層は は同じと思わhる

色調が異なるため、 1a層、 1b r留の 2層に分けている c

第 1a層及び 1b 層:共に黒褐色 ~I: (Ia-10Y 、 [b-l0YR先)

る表二1--であり、刷物1誌を多言::に含む表十

第II層:によい黄色土12.5YR見) 径 0.5~ 3 mmfE_J支の浮石層である

:黒褐色土 (10YR汚) 非常にきめが細かいふ

色ニヒ(1υY R ) j宝物包含層であり、上部より弥生時代、下部より縄文時

代の遺物が怜出されている。

第V層:I培褐色土 (10YR%) 入が著しくかなり明るい印象をうける。 地

!幻irlDi移層し

:黄褐 (10Y R ) 非常に粘性に富み、きめが細かい。地山層

2盆遺構の分布及ぴ遺物出土状態

本遺跡において、議構として石在認しえたものは、 LD49グリッド (SK09土J底)及び、 M1 

54グリッド (SKOL-j二J漬)において{確認された土J)g¥'2主だけであるハいずれも、ローム面で確

認されたが掘り込みは、 20cm位!支であり、実際のり込み由は 中と思われる。この{也、

十数か所の円形もしくは、不格円形のプランを確認しているが、いずれも、遺1背としての法灼

手に欠き、単なる落ち込み又は、風倒木痕と判断した。

珪物は第lV層下11から出土したが、出土量は極めて少ない。 造物が集中した筒所もほとんどな

く、 SK09土嵯Lt面及び埋土仁~l からややまとまって出土しているにすぎない。

第 2節調査の方法

調査区のほほ中央に任意の基準点を設置し (MA50とした人 ここから峨北方向での東西南

北基線を求め、 MA50を起点として 4mX4mのグリッドを組んだ。東西にはMA50を某堆に

13 -



案内III遺跡

アルファベット文字の組み合わせ、南北にはMA50を 2桁の算用数字の組み合せとし、

各グリッドの名称は東南隅の交点のアルファベッド、数字の組み合わせを用いた (MA50、M

C49などん

各遺構は、その検出I11買に通し番号を付していづたが、精査の結果遺構と認められないものは

欠番とした。 遺構の実測は、グリソド杭を )í~に、原則として縮尺治で行った。

第 3節調査の経過

本遺跡の発担調査は、昭和57年6月14日から、同年 7月初日まで実地した c

6 月 14~19 日、発畑作業のための説明会を行うとともに、機材の搬入、プレハブの設定、伎

の刈払い等の発J原諸準備を行った 6月21日から本格的調をを開始し 1 路線に沿って遺跡北自主

に11届2mのトレンチを し、組J開りを始めた ι 遺物は縄文土器片と陶器片が出土したのみで

あi)j宣構も検出きれなかった。 22~24 日にグリッド杭打ち作業を行し\終了した部分 (L H48 

グリッド)より組拍jりを開始した。 遺物東側は、除去された表土を捨てる場所がないため、グ

リッドを交互にJJHiり、あいている部分に拾土することにし、遺構が検出された時点で広げて行

くことにした。

25日、1¥1J 54グリッドにおいて、 SK01土墳を確認した。この後も黒色土の落ち込みを検出

し、遺構番号を付していったが、ほとんどが風間木痕であった。

7月5~ 9 日浮石の堆積が広範囲に確認され、 MC~NA間及び F ライン以東を集中的に広

げ¥浮石上面にて精査したが遺構は検出きれず地山田まで下げ‘ることにした 1

7月28日に弥生式土器片が多量に出土した LD49グリッド付近を遺物取り上げ¥精査した結

果SK09土績を検出したれ覆土より先に出土している土器と同一個体のものと思われる土器片

が出土したことから、 SKOl土同様SK09土墳も実際の出り込み出は、第IV層中と思われる。

7月30日、案内III遺跡の調査を一旦終了し、案内V遺跡の調査に合流した u その後プレハブ

設置区域内が未発掘のことから 8月5日からプレハブ下の約 160m2の調査を行ったが、遺構及

び遺物は確認されず、 10日案内III遺跡の発掘調在を終了した。

14 -



:案内III遺跡、

u嗣 <( 

U聞 j 《四」 X tD L.U 《

主 震z 之

~可〆3/ ¥ 

/ 
/ 

/ 
/ 
/ 

11 / 
/ 
/ 
/ 

I I 一一56
/ 

¥ ¥ 56一一 / 

一時55

も

1 
50一一 一-50

45一一 一一45

41一一
A 

k 

ばσ3、

Z 《 u霊刷 2L E ~ 
L.U 

z 

III第 1函 グ1)ッド及び遺構配置図

- 15・16



図
間
指
一
髄
叶

図
N

M
関
口
日



案内III遺跡
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第2章調査の記録

第 1節発見遺構と遺物

遺「案内山

i立構名 S K01 倹t凶区 IM 154 

法l叶116x 113cm 側部1984M
量深さ 13cm I j百桔 1.28m' 

形態|不終円形

確認状態

認土中(床而j[i:< )におしミて怪 5-15cm紅度
の石を色、む。底部はほぼ平却である υ実際の描
築jMはもっと上の方と思われるの

埋二Lの層位
1 .黒褐色土(luYR%i粘性仁札孔|涼率中c

植物根、炭化物若干iii入O

遺跡名 案内1II遺跡

遺構名 S K09 検出地区IL D49J 
法 墳仁!部 116 X 117cm 被鹿部

100X95 
cm 

豆主 i系さ 16cm 面積 1.lOm' 

形態 不笠円形

確認状態

底部j[i:くの一部に焼土及び炭化物層を確認
している。実際の構築面は確認出よりもっと
上の方と思われる μ

;慢土の層位

1. 泉街色土(7.5YR%)粘性中。孔I涼率Iや。
fjl~[物十H苦 TilÈ入c

2.黒色仁(10YRl・万mi性中。孔i;Xt率大。
炭化物多量(80-90%)に出入。

3.褐色土(7.5YR%)粘性弱。孔i窃率中c
焼土。

4.褐色土(7.5YR対)粘性強。1L1諜率小。
ロームブロック。

5. にぶい賀補色ゴニ(lOYR_%l浮石層。

造物とその出土状態
本遺構内においては、覆土下層より縦位の
R掠糸文を地文する土器が出土している。ま
た、この土器片と同一個体と忠、われるごk器片
が本j立構上関付近からも出土している。
口*:~部に沢の撚糸丈を施し、その下に J}jì;Î*ï
Jf;の沈線文を施し、胴音[1にも縦位のRの撚糸

一…一…出|小坂X式に属するものと考えられ、弥生時代
のものと思われる。
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III第 5図出土遺物

第2節 その他の出土遺物

III第5図1はSK09土壌から出土したが、その出土状態からこの土墳に付随したかどうかは

決め手にかける。すなわち、土壇覆土内に大湯浮石が小ブロック状に混入しており、

降下後土墳が形成された可能性が強い。また、土器出土レベルも土壌環土中♂位もしくは検出面

より上面である己土器は焼成も良好で、日縁部から底部まであり、図上に復元は可能であった。

器形は口縁部下部がややくびれる深鉢形で、口縁部資料が少ないため不明確ながら平縁もしく

はゆるやかな波状口縁を持つものと思われる。口縁部にはR撚糸文が斜位に地文され、その下

部に 3-4条の沈線を廻し、その下に 3-4条の連続山形沈線文を描き、その下に再び3-4 

条の沈線文を廻す。胴部は口縁部と同じく R撚糸文が斜位に砲される。推定口径約18cm、最大

在約20cm、底径7.2cm、器高約28cmと思われる。弥生時代のものと思われる。

2-7は縄文時代晩期のものと思われるが、単節縄文が施される。

8、9はL撚糸文が施されたもので、 1とほほ、同時期の弥生時代の土器と思われる。

10は中世の瓦器に類するもので、底部は回転糸切りである。

11は中世以降と思われる青銅製の和鋭で、推定半径は 7.8cmである。

19 



案内III遺跡

3章まとめ

案内III遺跡は、|礎技する東北縦lLi今自動車道で発Jfti調査をした案内III遺跡とi可一段丘而にあ 1)、

されたが、検出された遺構は土壌 2基にとどまヮた。これは今厄!の

り出す舌:1犬白地のため、 J:邑とはいえ

紋辺部の!玄肢が少なかうたためと考えられる。また、西側の禄辺部を中心に削平が若しく、表

で地山であることにも起因しよう。したがって、

状台地紋辺部に遺構のfよがりが予想される

日 ら出土した土器はいわゆる小坂X
!絞，主~) ) 

となった南側の舌

るものと思われる c

jg市内においては東北縦覧自動車道関係の大地平遺跡、駒林遺跡、技ケ平 I ら出土して

いる。案内III遺跡出土のものは口縁部下に連続山形沈椋丈が施されており、この点が他遺跡出

土:のものとは異なる点であろう。

註 1 秋田県教育委員会『東北縦貫自動車道発J屈i調査報告書VLn 1983年。
註 2 秋田県教育委員会 F東北縦員自動車道発掘調査報告書 1dl 1981年。

註 3 秋田県教育委員会『東北縦覧白動車道発掘調査報告書Vdl 1982年。

付 i 学習説大学放射性農素年代測定結果報告書

1 9 8 3. ]月23FI 

秋田県月1.i法文化財センターj設

1983年 9月19!::l受領放しました試料についてのl.lC年代iWJ定の結果を下記の通り御報22致します。

なお年代{直のj算出には14Cの半;J日間月として Libbyの半減期5570年を使用していますο また付記した

誤差は β掠計数値の標準偏差 σにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (onesigma)に相当する年代

です。試料の β椋計数率と f!然計数率の差が旬以下のときは、 3σに相当する年代を下[1，誌とする年代
f直(B.P.)のみを表示しであります。また試料の、 βiijj{計数値と現在の標準炭素についての計数率との
差が2σ以下のときには、 Modern と表示し、♂4C%を付記しであります。

記

出土地点 Code No 料 B.P年代(1950年よりの年数)
案内IV Charcoal from Hanawa， Akita 1490土 100
S 103 床面炭化村 GaK-11338. Sample No. 1. ANrV， S 1 03. A D 460 

J案内Vl Charcoal from Hanawa， Akita 3700 200 
S 1 106 J~ミ ü'ü炭化村 GaKザ11339. No. 1 . ANVI， S 1 106. 1750 B C 

:案内VI Charcoal from Hanawa， Akita 4270 ::t 110 
S 1 107炉内炭化物 GaK-11340. SamlコleNo. 1. ANVI， S 1 107 . 2320 B. C 

20 
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案内 W 遺跡

遺跡番号

所在地

調査対象面積

調査面積

調査期間

NO.1 

鹿角市花輪字案内89番地他

2，800m' 

2，100m' 

昭和58年6月7日-8月19日



第 1章調査の概要

調査の概

第 1節遺跡の概観

盟

1 

案内IV遺跡、は西にIn]って緩く傾斜しており、その標高は174

-178mである。このため、遺跡の基本層位把握は、 MGライ

ンに設けた南北に切った 2本のトレシチによって観察したの

す
一
窓

次の 6つに分類される。
W第 1図土層摸式国

(10Y R ) 表土コ遺跡西wuは宅地として使用されたものであり撹乱第 i層:

さht二

るの

第II層:黒色土 (10YR1. ) 

る代若干の遺物を包含する。

られるものの、 MJライン以東ではほぼ12cm さでJt討、京してい

'欠立口しているところカずあるカヘ 4 cm-16cmの JH~

2.5Y R予;[) 3 cm -4 ていある G 中で

はブロック状に散見されるが、主としてMGライン以来に多く見られる。

: (10 Y ) 遺物包含層であり、縄文後期から

出土した。

第V層: (10Y ) 地山への湖i移層であり、 1cm-5 cmの{i葉を

て検出された。

を多量に含む地山層(

含む。

(10Y で、ある F

ム遺構の分布

本遺跡で検出された遺構は 望者穴住居跡4軒、土墳 1d去、埋務 1)~，焼二iニ j責措 1 J主、計 7

1蒋である。これらの遺構のほとんどがMFライン以東に集中して検出された。

住居跡に関しては検出数が4軒を数えるが、その検出区域は全部が遺跡の東端に集中してい

る。 VI層 t函により路認されているが、実際の掘り込み面はもっと上の面と忠われる c そのIj'J

かまどを持つ竪穴住居跡が3 あり、その位置は南 1、東 2である。隣接状態等からもこれら

の笠穴住居跡がすべて同時代に存在していたとは思われない。発掘はこの台地の西側のごく

り、さらに東南側に竪穴住居跡が分布していると思われる。

27 



案内IV遺跡

その他の遺構もすべて東側に集中しており、西側は遺物が多く出土したものの遺構は検出さ

hな力冶っ 7こG

3 .遺物の出土状態

本遺跡で出土した遺物は、整理箱で7箱を数える。縄文時代の土器が集中して した箇所

はMG51、52、MJ 49付近で晩期の土器が、 NH52、ND56付近で後期の土器が出土した。こ

れらの土器は、第IV層中からの出土で遺物はNグリりドからは後期のもの、 Mグリッドからは

晩期jのものとほぼ、区切ることができた。平安時代の土器は竪穴住居跡内からのものが大半を占

めた。このほとんどが護であり、ヰはほとんど出土しなかった。

石器については、 て少なくブレイクがほとんどであった。

第 2節調査の方法

発掘にあたり調査方法は 4mX4mグリ yドj去をとることとし、本遺跡の東部に任意の基準

杭を定め、これをMA50としこの点を中心に磁北に沿い 4mX4mのグリッドを組んだ。座標

軸にあたるI44北の基線は 2桁の数字、東西の基線はアルファベット 2文字の組み合わせを用い

た。すなわち、南北の場合南から北へ4m行くごとに数字が 1つずつ増す O 東西の場合は東か

ら西へ 4m行くごとにアルファベット 2 文字のうち 1 桁自の文字がA~J へ進み J まで進むと

2桁自の文字が進む。またそれぞれのグリッドの名称は 4mX4mグリッドの南東隅の交点座

j雲名 (MA50、NB52など)を使用した。

以上述べたように、 4mX4mのグリッド法により随時拡張していくことにした。グ

リッド:杭は業者委託により行い、標高はそれらのっちの20m毎に設けられたレベル原点からと

った。実iWJは 1mに組んだマス呂や間尺を用いて原則として弘、かまどは話で行った。

第 3節調査の経過

案内IV遺跡の調査は、昭和58年 6 月 7 日 ~16 日、 6 月 29 日 ~7 月 2 日、 7 月 15 日 ~8 月 19 臼

の3回に渡って行った。

適当なプレハブ建設予定地がないため、 6月7自、プレハブ建設予定地の調査として、作業

員の一部で表土除去作業を開始した。 9日には、抑lり下げ.20cm程度のところで方形の S1 01竪

穴住居跡を検出し、さらに10日には S103竪穴住居跡の北慢プランを確認した。 14臼から16日

にかけて S101竪穴住居跡の実測を終了し、一旦調査を打ち切った。
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調査の概要第 l章

中の案内VI遺跡が機械排土で一時発掘ができなくその後6月22Bにはプレハブが建ち、

した。調なるため、 28日に器材の移動を行うなど調査準備を進め、 29日から本格的調査

を進めて行ったが、表士~20cm下のところより縄文後・ H免期査は、遺跡の東1&1Jから

ること及びJ也11J上回より数cm上のところでーこのため、の遺物が出土した。

中止して再び案内VI遺跡の調査にはいった。ナピした 7月2日、とした。

した。 25日からはその後検出さ25名7月15日に

N Jラた。同時にか1Gライン、と平行して土J境などの掘り下げ、実測を

8 月 4 目、 i宣E事 f:l~imlJ の N G55付よりi新[Uiの観察を行づた。インにi卒j北トレン

を確認し SNllとし、 10日には SK12土墳を検出した。 18日には

もほぼ完了した。

し案内IV遺跡調査を終か」9月10日にを行い、8月19日には
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案内IV遺跡
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第2章調査の記録

第 1節発見遺構と遺物

1 .縄文時代の遺品

5 K 12土壊 (第2・3幽図版3) 

M E51、52、MF52地lまから池山上面

にて検出された。不整長持円形を呈し、

長紬 560cm、生U.紬131cm、i宋さ43.7cm、

出.拙4.9nずである。長納}jliIJ(η断面形は

ゆるやかな傾斜の舟底状を出する。

I¥'第 3図にぷす遺物がH¥・i:しており、

縄文時代晩期末柴のものと思われる。 l

-4は小守!鉢形上器、 5はおそらく台付

伐鉢形土器のn祉部であり、いずれも沈

線による変形エ字文が地されている。 7

-9は同一上昔話で、口結部に数条の平行

沈線、胴部は LR縄文の織位[[]I~ UHî文で

ある。 11、13は無文の利型・1:慌で、 13は

iえ鉢、 11は蛍である。14、15は粗製深鉢

形土2a:で、制部は単節 LR縄文が斜位[u]

転施文されているぬ

16-18はいずれもポ定形イí~であり、

行質は頁岩である.

1. l!IlI&色i. 10)" R% 炭化物.質偶色紙小位dtA.，やわらか〈しまリなし.縄文晩期末浪遺物包含層.

2 時11色.1: 10)" R¥I{ 
3. )1!，褐色t 1;")" Rち・ま 1).lhJJtJよい 碇化特小り.'1{燭色也小t~dt人

N;事3図 S K 12土繍

- 30ー



S R16埋護 (第4・5図

図版3) 

MB47地区より、標準層位第IV

層下面近くで検出された。上部は

削平されており、土器自体も胴上

A ---

半部は欠如している。検出状態が 丘一

悪いため、明確な掘り方も
ぜヴ-;、
」

きず、したがって明確に埋棄であ

るとは言い難いものである。

出土土器は平!底の深鉢形土器で、

底径14.8cm、残存高12.3cmで、ある。

腕部には大粒の単節LR縄文が縦

位に回転地文される c 縄文時代中

期のものと忠わf>しる。

第 2章調査の記録

員
一一司4

hT78.00m-j 

1 .茶褐色i7.5YR五)粘性呼'.孔隙ι利氏

2. !l古f品色 (lOYR五)キ，lj'11二c}'c子しj;車率，!，
3. 11斉褐色(lOYR河)粘性強 ι 干しI涼 'l~r弱 J
4.黒褐色(lOYR%i *，11[キ~)日孔1;点ltyド

N第 4図 S R16埋護

N第 5図 S R16壊聾実測図
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案内IV遺跡、

2.平安時代の遺構

※表内の( )は測定可能な値を不すc

同 l表|挿図番号 II市 6. 7図 図版番号|問販 5

遺構名 IS 101 l検出地区 IMA50、MA51、MB50、MB51 

東 i~IJ 壁 西南 {則 壁 南 iRlJ 日一宇一 北 i~IJ 壁

法 E主 長 3.5m (4.3m)※ (1.1m) 

壁 YFT 可 1.8 - 3.1m 8.0cm 2.0cm 

5E子主3 {itf ~~f. 111話

Iォi;¥e二よw金I 日{フfじz 

正三 刃J也包、 方 7f3 積 I(11.4)ロl' 主軸方向 N13
0 

E 

力、 ま
夫、、
位置 l南壁東寄 構築素材 粘土(石組?) 

プラン確認 地山上面において、暗褐色土中に焼土粒を含む方形プランを確認した。

壁面の状態
地山上国において確認されたための掘り込みが、極端に浅く、せいぜい 2-8cm程

度である。北壁及び南壁の一部及び東壁は調査区範囲外のために検出きれなかった。

1 .暗掲色(7.5YR%)粘性強。孔隙率中。パミスを若干含む。焼土粒を若干含む。

2. にJJい黄褐色(lOYRぢ)粘性強。孔隙率中。 1の層に貰褐色土フゃロックがj昆

入した

3. ~音褐色(lOY R%)粘性中。孔隙率中。寅褐色土ブロック僅かに混入。

語 土 4. 赤掲色 (5Y R先)粘性強 n 孔!草卒中。ネパネノくしている焼土。

5 時。1;褐色 (5Y R%)粘性中。孔隙率低。田くしまっている、焼土非常によく
焼けている。

6. 暗褐色 (lOYR五)粘性中。孔l涼率仁!:Jo 黄褐 r色土フ、、ロック混入。

7 H音fjj:褐色 (lOYR.%)粘性中。子LI者率中。焼ゴ二が多量に混入。

床 l詞 ほほ、iji担でi経由である。床面全体と焼土が広-がっており、焼失家屋と思われる。
」

討ー，半 {詩 検出されず。

十主 /旬、 柱穴と思われるピァトは、住居跡南西偶及び南竪ほぽ中央において検出されたピソ|

ピ 、， トの 2つだけである。また、南壁寄りの床面より土油状のピソトが検出されている。

非常に遺存状態が悪しミ。燃焼音15中央に径20cm担のJlI原石の上に土前j器底部をかぶせ

た支I]!ilが時認されている。

1 .暗褐色(7.5YR)'3)粘性中。孔r;京率中。 S101住居跡覆二仁第 1層と同じご!こて子あ

る。焼土粒を僅かに含む。

カ
2. 褐 色(7.5YR対)粘性弱。孔隙率低。非常に間くしまっており、カ 7 ド上部

ーマ
形成土がくずれ落ちたものと思われる。

:3a. 赤褐色 (5Y R%)粘性弱。孔|草率低。ボロポロしている焼士G

:3b. fJ音赤褐色 (5Y R五)粘性中。孔隙卒中。焼土。

4. U高褐色(lOYR%)粘性中。イLI革率低。しまっており、焼土粒を僅かに含む。

5.褐 色(lOYRえ)粘性強。孔|涼率低。粘土。

遺物とその W第7関仁乃す造物が出土Lた は土んど土師詳の哉の叫円であり、量的にはあま|

出土状態 1) 多くな~かまど付近から集中的に tHJ二した。
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調査の記録第21控
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案内IV遺跡

2 

3 

N第 7図 S 101竪穴住居跡出土遺物
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案内IV遺跡
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案内IV遺跡

周波|挿図番号|同ト11図 図版番号l悶版 6. 7 
遺構名 I5 103 I検出地区 I~J 札 49 、 MA47、仏 49 、 M B47、社 49

東 {則 壁 西 1~~ 壁 南 WIJ 壁 j七 m~ 壁

法 壁 長 5.5m 5.6m 5.5m 5.6m 

壁 問口1 37.1-47.1cm 3.0-25.2cm 35.4-38 . 2cm 26.9-43.4cm 

車 壁溝 rJl面 6.0-13.0cm 5.0-13.0cm 8.0-20.0cm 5.0-13.0cm 

壁溝 j菜 5.5-15.7cm 4.7-16.4cm 1.4-9.7cm 4.5-9.5cm 

茸手 台'は包A、 方 形 32.6m2 主軸方向 N 125
0 

W 

台、 ま ど 位置| 南壁西寄 構築素材 芯部石組み

プラン確認 黄褐色地山面にて、他の遺構(周倒木痕?)と重複した方形プランを確認した。

壁面の状態 壁はしまりがよく、はほ垂直に近い立ちあがりをする。

レンズ状の堆積をみせる。断面観察による埋土の状態は次のとおりである。

1 .黒褐色 (10YR%)粘性中。孔!積率中。浮石を僅かに含む。

覆 了t. 2. 黒褐色 (10YR%)粘性やや強。孔隙率低。かたくしまっている。

3. 暗褐色 (10YR%)粘性中。孔隙率中。

4. 黒褐色(10YR%)粘性中。孔i環率やや高。

床 面
ほぽ平坦で、堅固である。東壁北寄り及び、南壁東寄り付近に若干の焼土範囲を確認 l

している。

壁 溝 カマド部分を除いて全周する。

柱 ，ハ~、噌 南東偶を除くこ{島、南壁の東寄り、西寄り及び、東壁の北寄りの六つの住穴を確認

ピ 、ソ 確認している。

蘭平な川原、石を、袖部及び天井部の芯材として構築されたものである。遺存状態は

非常によく、また、カマド内、カマド付近より多数の土師器片が出土している。ま

た燃焼部中央付近に、土師器(口縁部欠損)を倒立させて使用した支脚が検出されて

いる。カマド内における断面観察による埋土の状態は次のとおりである。

1.時褐色(10YR%)粘性強 孔隙率低。カマド(上部)形成土の残りと思われる。

2. によい寅褐色 (10YR，%;')粘性弱。孔i積率低。浮石を僅かに含み、かたくしま
っている。

3. 黒褐色(lOYR%)粘性中。孔|積率中。サラサラしていてもろい。

カマ 4. 赤褐色 (5Y R%)粘性弱。孔隙率低。非常によく焼けている。焼土。

5. 黄褐色 (10YR%)粘性強。孔隙率低。かたくしまっており、カマド形成上の

一部と J思われる。

6. 黒褐色(10YR%)粘性弱。孔!漆率中。浮石及び焼土を僅かに含む。

7 .褐 色(lOYR先)粘性弱。孔隙率中。ボソボソしている。

8. f1音褐色 (lOYR%)粘性強っ孔!諜率1，r:Lかたくしまっている。
9. 褐 色 (10YR災)粘性強。孔隙率低。かたくしまっている。

10. 黒褐色(lOYR%)粘性中む孔隙率低。ボソボソしている。

11.褐 色(7.5YR%)粘性強。孔隙率中。カマド形成上の一部と思われる。

i出茸午wとその N 筋 10 ・ 11{凶iJばにがす音泣[5物分ヵ、出あ土した f1~造物点出土設争地は案芳内呈 IVij立十跡検岩出手泣惜Jitlii故lijも多しい。
土状態

土日rli器禁の 1'，が大 でるが、 が 2 と文土数、辛子 1 が土て
いる。
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案内IV遺跡
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第 2章調査の記銭
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A←一一 H=178.30m一一_A'

W第12図 S 106竪穴住麗跡

IV第3去|挿図番号| IV第12図 図版番号 ilV図版8
遺構名 IS ! 06 !検出地医| M E47. 48 

?主 11m 壁 西 mij 堕 南 { 壁 北 {則 U民会

j去 1官 長 (1.6) m (1.1) m 3.2m 

l口"'J ( 4. . 7 ~ 6 . 4 ) cm ( 7 . :3 -7 . 9 ) cm (4.7~6A )cm 

豆王3 壁 j持 111話

Eま j幕 j菜

JIラ 古，l!色J 方 }f; (4.2)m 不 t問

1) ま )-" 位 置 i 構築素材|

ブラシ確認 寅1m色土地山由iにおいて、 j手間を伴なう黒褐色土の方形プランを確認した。

盟国の状態 掘り込みが浅く、あまりしっかりしていない。

1 .県褐色土(10YR%)粘性弱。孔|捺率低、!早く小石を含む。

2. f1jOi褐色j二(10YR%)粘性強。
3 U音褐色土(10YR%)粘性強。孔i環率仁1::10 

寝
4. 黒色土(10YR70粘性強。孔l窃2卒中。

5. 黒褐色土(10YR%)粘性強。

6a. にぶい賞褐色土(10YR対)粘性弱。干し1;京率低、火山灰(i手石層)。

6b.褐色土 (10YRガ)キ11itl:弱。孔|諜率(氏、お1Iかい粒子:1一人の火山灰

7. ;'1，¥褐色二L(10Y R%)判i性中。孔l草率中。小石を含む。

f;jミ 面i ゆるやかであるが[叫凸があるつ

1
i
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案内IV遺跡

同 4表|挿図番号[ IV第13-15図 図版番号| IV図版 8・9

遺構名 1 51的 |検出地区| M C51、MD50、51、ME51 

北東側壁 南西側壁 南東側壁 北西側壁|

法 空室 長 3.7m 4.3m 4.0m 3.9m 

I一1宇一ー 問口1 34 . 5 -54 . 5Cll1 10 .4-23 . 4cm 27. 1 -38 . Ocm 16 . 5 -43 . Ocm 

E主E主11 壁溝 l幅 4 - 5 CIl1 

壁溝 j架 12.6CIl1 

形 1ペ3レ包、 方 可3 17.3m' 主軸方向| N56ロE

力、 ま ) .. ." 北京壁南東寄り 構築素材| 土

プラン確認 黄褐色土地山面にて、黒褐色土の方JF;プランを確認した。

壁面の状態 ほほ、垂直に近い立ち上がりをみせるつ

断面観察による埋土の状態は次のとおりである。

1 .黒褐色土 (10YR%)粘性強。孔隙率低。 浮石 1mm-5 mm大混入(2%)、砂質

的な黄色土ブロック混入。

2. 黒褐色土(lOYR%)粘性強。孔階:率高。 j手石若干c 黄褐色土ブロック 1%と

炭化物若干混入。

覆 土 3. 暗褐色土(lOYR%)粘性強。孔隙率高。炭化物焼土のj昆入が見られる。

4. n奇褐色土(lOYR%)粘性強。孔隙卒中。

5，黒色土(lOYR百)粘性中。孔!積率高。炭化物の混入が見られる。

f3 .黒褐色土 (lOYR%')粘性中。孔隙率高。炭化物、焼土が見られるつ

7， m，色二仁川OYR釘)粘性中。孔l環率低。 炭化物が多く混入している。
8，黒褐色二仁川uYRち)粘性強。孔li京率高。黄褐色ことも:L1 :~ó出入。

床 回 ほほh平:tl:l..で堅固である。

~主 面 南西壁中央寄り

柱 f¥. 柱穴と認められるものは、北東壁南西寄りに検出されているピットの一つであるつ

ピ その他のピ、ノトは木根、撹古しによる落土込みと思われる。

燃焼部、宇111部の遺存状態はあまりよくないが、それに比べて煙道部、煙出口音1)は掘

1)込みもしっかりしており、遺存状態は良好で、ある。特に煙出口部は、土師器片及

ぴ石を芯材として楠ミ築されたものと思われる。カマド内における断面観察によるJ:1R

土の状態は二大のとおりである。

1 .明褐色土(7.5YR元)粘性弱。孔i涼率低。細い砂層。
2. 時事:色j-.. (10Y R発)粘性弱コ孔[i室率低。砂層ロ

3.非黒色と 2層のH音寺邑土が5対 5の寄1]合で混り合っている。

カマ 4，黒色土(10Y )粘性強。孔|事率高c

5，褐色土(7.5YRガ)粘性強。孔隙率中焼土半~，:;t~ 入。

G.黒色一i二(10 Y R 1・月)酸化鉄。
7 1出主褐色 L(、2.5YR充)ギ，tit生強》孔隙平高。焼!-.。

り，褐色土 (10YR%) 粘性 ~l 孔際平氏。炭化物混入。小石混入(5 mm:k!o 

9. fI音褐色土(lOYR%)粘性弱。孔践率i高。

10 褐色土(7.5YR対)粘性強。孔!理率低。

11. n奇禍邑土(7.5YR先)粘性強。孔|理平高 υ 炭化物υ 焼土i1~入。

遺出物とその il W第15関心jζ す遺物均出土したり ほとんどが土抑制Eの破片てャある。その頭部はく
土状態 びれの明確なものが多い。
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案内IV遺跡
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民
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. 1m 

N第16図 S Nl1焼土遺構

第 2節 その他の遺物

1 .土器

自

JJ説会J;n 
k寝室~' IJ 
高学容は

W第17図 S Nl1焼土遺構遺物

3. 時期不明の遺i構

SN11焼土遺構 (第16・

17図)

N G55地区より検出された。

焼土範囲は46cmX42cmである c

上面から縄文時代後期の土器が

出土したが、この遺|事のものか

どうかは不明である。

案内IV遺跡遺構外から出土の遺物は整理箱で5箱と数量的には多いものではないが、今回調

査した 4遺跡中では最も出土量が多い。時期的にも縄文時代後期初項から平安時代までバラエ

ティにとんでいる。以下縄文時代の土器を第 I群及び第五群、弥生時代の土器を第III群に分類

し、それぞれについて記してみる。

第I群土器

縄文時代後期前葉に属すると思われる土器を本群とした。器形は一部蛮形土器がある程度で

大部分が鉢形土器である。以下第 1類~第11類に分類される。

第1類土器 (Iv第19図3・IV第21図 2~10) 

地文として縄文を施した後、沈線で文様を描く。地文は単節RLのものと無節Lのものがあ

り、縦位または斜位に回転砲文される。沈線は太めのものと細めのものがある。第19図1は、

4単位の波状口縁を持つ土器で、波頂部に沿って 2条の沈椋を描き、波頂部間でその下部に弧

状に沈総を施文する。その下部に 2条の沈線を廻し、上部の弧状沈線文に対応して一段と曲線
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半径の小さい弧状沈市)jl文を地す。さらにその下に 2条の沈線を描く。弧状沈線文の左部と沈線

文間は変形s'(.'1犬やC'j'::1犬の沈線で連結させる。

第 2W L~if (IVi;tS21図 1) 

地文として単蹄iRL縄文を斜位回転施文したのちに、縦位波状沈線文を摘したもの。 1片の

みの出土である。

第 3知土器 (IV第21図11-

4単位の小法:1犬口縁を持ち、頭部がややくびII、LHまがゆるやかに外反する土器である。口

2条の沈線で構成され、 jihj端で弧状に結ばれているもの、片側は離れたままのものがあ

り、間に円形の沈線文を持つものも多い。その下の口頭部は無文であり、胴上半部にさらに口

球部文様体と同じ文様体を施す。文健体は凸帯部が強制されているものも多い。

第 4'J話土器 (IV第22図26-64、IV第23図65-69)

縄文が施文されず、細沈線で入組文や幾{可学的文様を施文する土器である。口紘一部が肥厚し

て!日帯となっているものはわもある。

第5類土器 (IV第23図70-81)

麿?ì~縄文手法により、縄文部を凸帯として浮きたたせている土器である。口減部は j皮tJtを呈

する。

第 6類土器 (IV第19図4) 

4つの波状口政を呈し、波頂部下には円形や縦位に隆帯を貼りつけ室長形後、主i主主百RL縄文を

[1唇部は口綾部に沿って横位に、口縁部は縦{立に回転施文し、その後箆状工具で太自の沈線が

施文されな土器である。

第7類土器 (IV第23図82)

折り )sし口縁を持つ土器で、単節LR縄文を折り返し部は横位に、腕部は縦{立に回転地文し

ている。

第 8類土器 (lV第23図83-88)

網目状撚糸文を施すものを本類とした c いずれも R撚糸文であるの

第 9惣土器 (IV第19図5・lV第23図的-104・111') 

条痕文を施すものを本類とした。条痕間が広いもの(5、89) と扶いものがある。また条痕

を直交や斜交させたもの(98-103)もある。

(IV第23図112・113)

撚糸文を施したものを本類とした。いずれも非常に細かいR撚糸丈が砲される。

- 47 



び:)
叩

盟
百
…
隊
掠
刊
刊
召
攻
撃
嫡

図
∞
戸
川
撒
Eζ 

Fニー てこ二二ミ
ひ4

撞
瑚
己
主
耕
一



W第19図遺構外出土土器実測図(2)
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案内IV遺跡

11 

W第20図遺構外出土土器実測図(3)

第11類土器 (IV第18図1・2) 

地文として縄文が施されているものを本類とした。 1は無節L、2は単節LR縄文がそれぞ

れ縦位回転砲文される。

第II群土器

縄文時代i晩期に属すると思われる土器を本類とした。器形は鉢形土器、台付土器、

などノ〈ラエティに 以下第 l類~第 6類まで分類される。

第 ll!'(土器 (IV第24凶1l4~121、IV第251:R1161・162)

口縁部に 2~6 条平行沈線を持つ土器である。口縁部に B 突起を持つもの (114 ・ 115) もあり、

口唇部に刻自が施されるもの(118) もある。 161・162は台付土器の台部であり、 1~ 2条沈線

が廻らされる。

第2頬土器 (IV第 19悶 6 、 IV第20図 7 、 IV第24図 122~136、149-151、IV第25図 137・

163・164)

沈線で平行工字文系 字状文)を摘す土器を本類とした。
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第2:ç~~ 調1Eの記j:ま

<二二二エ 10 
11 

〈二二〉 12 

ζ二二~ 13 
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15 
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16 

〈二三〉 17 

くごコ 18 

W第27図遺構外出土石器実測図(2)
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N第28思遺構外出土石器実測図(3)
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N第29図 遺構外出土石器実測図(4)
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案内IV遺跡

工字丈土器は、縦沈線で短絡させたものは少なく、刺突文(6・7・125・127・132・135・

163・164)や三角形沈丈(134・136)で短絡されるものが多い。 163は壷形土器の口縁部で、

口唇部内側にも沈和iiが廻らされる。 164は台付土器の台部である。 2本の平行沈棋を途中で接

触させてx'1-":状とした平行X字状丈を施したものもあり、平行沈線が2本のもの(123・126)
と3本のもの(122・124・130・131) とがある。平行X字状文土器では浮彫的手法を用いたも

のはほとんどない。

第3頬土器 (IV第20図 8 、 IV第25図138~148) 

平行沈線および沈椋の結節部から在右iilijmlJに放射状に三角形の変形工字文が摘されるものを

本類とした。変形工字文は沈紘によるものがほとんどで、単位文様の区切れ目である結節部に

は削り込みのまくれを利用して 2個一対の粘土粒が貼り付けられる。口縁部は山形の波状口縁

をもつものと平縁のものとがあり、口容上や口縁内側に沈線を廻らすものもあるに器]f;は

形や台付浅鉢形土器が多い。 8は6つの頂部に亥IJみのある波状口縁をもっ台付浅鉢形土器で、

波頭部に対応してよ!マ 2段の結節部を持つ。

第 4類土器 (IV第25図 152~160) 

口縁部に 1-2 cmの無文fifを持ち、腕部に単節LR縄文を横位、事lf立に回転地文する土器で

ある Q 口縁部は平縁のものとゆるやかな波状口縁のものとがあり、口唇上に沈線を廼すもの

(159・160)もある。器形はいずれも鉢形土器と思われる。

第5類土器 (IV第20図 9-13) 

縄文のみの土器や無文の土器を本類とした。 9・10は単節LR縄文が横{立回転施文される深

鉢形土器、 11は単節RL縄文が縦位、立回転地文される台付土器である。 12・13は無文の一十‘

器で、いずれも器厚は薄いc

第6類土器 (IV第25凶165)

口縁部は液状を呈し、口紘一部に横方向のナテ、による無文帝を形成させ、その下に料突文を施

した土器である

第III群土器

第 l類土器 (lV第24図105-110)

刷毛白文様を砲した土器である。平行沈線が施されるが、イlfil体数が少ないため、

の器形、文様構成等は不明である。弥生時代終末期のものと思われる。

2.石器

石器の出土点数は37点と少なく、しかもそのほとんどが不定形石器である。

29図に示す石器が出土した。

石鍛 (IV第26図 1) 凸基有茎倣に属するもので、石質は頁岩である。
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第2章調査の記鉢

石箆 (Iv第26図2) 両面加工であり、ほぼ左右対称で下方がやや広がり厚い形態をして

いる。石質は頁岩である。

(IV第26図3) 片面加工により細身に尖らせており、石質は頁岩である。

(IV第26図 4-9、IV第27図、 IV第28図、 IV第29図28-35) 明確な二次調幣

が認められない剥片を不定形石器として一括した。石'ffrは頁岩か硬質j尼岩である。

)岩製石斧 (IV第29['R]36・37) 36は刃部を欠いているが、どちらも両側主主および頭部とも

に研!告された 石斧である。石町はおが安LlJι」、

案内N遺跡及び周辺遺跡整穴住屠跡比較表
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案内IV遺跡

第3章ま と め

案内IV遺跡、から検出された遺構は以下のとおりである。縄文時代土壌1

焼土遺構l基、平安時代竪穴住居跡4軒。

1 同

噌ついて隣接の遺跡も含めて比較検討してみよう。向じ花輪高位段丘上

にある案内III(東北縦貫道関係として調査分)、案内V遺跡から平安時代の竪穴住居跡が数軒検

出されており、これらと比較して表にまとめたのが下記の表である。 られるのは案

内IIIのS1 010と011のみであるが、平面形でみてみると壁の長さが長く隅も角ばったものと壁

が短く隅カサしいものの 2タイプが認められ 柱穴も壁寄りのものと壁からやや離れたものがあ

る。かまどをみても位置が束、西 南とあり、埋道部も短く急激に立ち kがるものと長くゆる

やかなものとその中間のものがある。以上のことからみてこの地域は平安時代におしミて何時期

かにわたり居住されていたと思われる。また、遺跡名では案内田、 V、VIとしたものの、これ

ら遺跡間においてはぽ同時期に営まれた竪穴住居跡もあると思われる。

本遺跡でも遺構の検出こそないものの台地縁辺部から縄文時代の遺物が多数出土しており、

この点では案内V、北ノ林 I、北の林II遺跡などとともに縄文時代の遺構は地形を考慮して台

地縁辺部に、平安時代の遺構は台地内部に構築されるといったパターンがみられる。

案内付近は数多くの調査がなされたとは言っても、すべて道路建設に関わる調査のためごく

一部を細長く発掘したにすぎない。そのため台地に構成される遺跡の分布ノぐターンが上記のよ

うであるとすればJ案内W遺跡、の西南側に縄文時代、東側には平安時代の遺構群が分布してい

ると思われるの
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第 1章調fitの概要

第 1章調査の概要

第 1節遺跡の概観

1 .遺跡の層序

案内V遺跡は斜面上に位置しており、傾斜のきつい所では土層の流出や盛土も多くみられた n

の遺存状態も悪く、あっても薄く、欠如した箇所が多かった己ただし、 sXOお風倒

木痕においては 70cmにおよぶ数回の堆積がみられたの地UJ までの深きは40-80c沼lfJJ~て。あり、大

きくは 5層に分けられる。第 I層黒褐色土:表土(5 -30cm)。第II層黒褐色土:大i引i壬石を

千含む平安11寺代遺物包含層 (10-20cm)"第III層:によい黄槌色土:大湯j手石層(0 -5 cm)っ第

: 1:.出から弥生時代の遺物、中、下出から縄文時代の遺物が出土 (30-40cm)己第

V層?を褐色土:地山。

2. j支i慎二の分布

A 地区西部ではほぼ東西に並んで平安時代竪穴住居跡が3軒検出された。いずれも南へ下だ

る斜面の傾斜がややゆるくなうた部分に構築されている。東部は縄文時代の遺構が集中して検

出されたのフラスコ状ヒソトは 3基重夜も含めて集中度が高く、縁辺部に構築されていた こ

のことはBJ也区の政辺部の土墳群についても同慌の事が言える。

B地[Lでは、北部と南部の傾斜のゆるい部分にまは‘らに遺構が分布した。

A、B両地区を通じて言える特徴としては、北部のややゆるい傾斜のところに土が構築さ

れ、その下の侍[~~+の急、なところは遺構が分布せず、傾斜がゆるくなったところに竪穴住屑跡が

構築され、南の縁辺部にフラスコ:I}¥ピットが構築されていることである。

3. 遺物の出土状態

A地区西部では S103・05笠穴住居跡から土師器禁が大量に出土した以外は、まとめて出土

したところはなかった。 A地区東部では、主に南側縁辺部で縄文時代土器や弥生時代土器がま

とまって出土した。フラスコ状ピット内からの出土は、 SK Fl日6の1叩O札}人点1，‘

ラスコ;状IJ伏7犬tピ、ツソトカか込らi遺玄物は出土しなカかゐ勺た O

B 地区でも南側縁辺部に造物の集中する所が何か所かみられたが 総じて言うとi宣物は少な

く、まばらに 出土するという状態であった。
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案内V遺跡

第 2節調査の方法

案内V遺跡は工事の都合上2回に分けて発仰を行うこととなり、東をA地区、西を E地区と

11乎~~~'こととした c

昭和57年度はA地区から調布にはいり、 4mX4mのグ 1)ιソド法をとることとしたが、遺構

の分布状態をみるため、まず 2mのトレンチを東西に入れた。そしてかまどらしい焼土の検出

された西側の区域は千鳥.J)II¥りにし、さらに拡張していった σ また東部のトレンチにも、

造物の集1jJする前所ーがあったので、その部分もilt張した c 排土場所がなかったため、中央部の

造物の検出されない部分と東側にベルコンで排土した。

昭和58年度は東部のB地区のrtJtJ.売を行ったコ B地区の遺構番号は 101から付すこととした c

B地区はきつい斜面部分が多く、北側の高い方から始めた。 掘り進めたところ、一様に遺構が分

布していたため、ほほ全面的に発掘を行った。基準杭は昨年残しておいたものをそのまま東側

に拡張して使用した。

グリッドの名称は南北基線にあたるアルファベット 2文字と東西基線にあたる 2

組み台わせを用いることとし、北もしくは西へ行くにしたがい進むものとした。 遺構の実;WJは

4m毎のクリソド杭を用いて簡易造り方測量を用い、原則として弘、かまど等必要に応じて訴

を用いた。レベルは20m毎のレベル基準杭を用いた。遺構配置図は平板出IJ量によってS=31~。て、

作成した。

第 3節調査の経過

案内V 都合上2か年に分けて行うこととし 昭和57年 7 月 7 日 ~10 月 9

日にA地区、昭和58年 4 月 25 日 ~6 月 3 日に B 地区の)11員で行った c

昭和57年 7月7日に熊谷調査員及び補佐員、作業員がはいり、案内V遺跡の調奄を開始した

;iFl. r而のため実而がJよかったので、東西に者!I長くトレンチを数本入れて遺構の検出されたとこ

ろを広げていくことにした。

7 n 30日に NG55付jJj:より SKOlを倹出、さらに 31 日 ~8 月 2 日にかけて平安時代の竪穴住

居跡を検出、 S102・03とした。 19日に土器埋設石組炉をもっ縄文時代の堅穴住居跡を検出、

S 104とした。 21日、熊谷HEの補佐員 3名が能代へ帰った。 31日に平安時代の竪穴住居跡を検

出、 S1 05とした。

9月2日から

いる案内III遺跡ととも

を先行させて案内VI遺跡の調査にはいった。 14日には終了して

を行った。 30日には東部より数知!の黒色土の落ちこみプラン
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第 1京調先のfl!;t要

を検出、 SK F 10~ 16および18とした。さらにその西方より石間炉を険出し、 S1 17とした。

6日住居跡内よりフラスコtftピ、ソトを検出、これを SK19とした。また24日にはKG49より弥

生時代の土器片が多量に出土し、突出IJ.写真、品;彰のあととり上げた。 10月1日には大湯浮石

層が厚く地積した風仔Ij木痕を検出しサンプリングして鑑定を依頼した。その後は実iWjを進め、

最後に話。の平板iWJ量地形図を作成し、 9日に案内V遺跡A地区の調査を終了した。

昭和58年度は工事の都合上、案内V遺跡、から調査にはし、ることとなり、 4月21日から調:在に

はいった 0

4 月 21 日 ~23 日まで発掘の諸準備、説明会等を行L、本格的調査がスタートしたのは 25 日のこ

とであった。 58年度発畑地域は B地区とu乎ぶことにし、遺構番号は 101からふることとした。

27日に数倍!の黒色土の落ち込みを検出、 SK101~103 とし、半故・実iWjへとはいった二以後は

北側を中心に摘リ下げ、ていったが、検出されたのは浅l，，"HJ、土墳6悲のみであり、遺物の出二i二も

少なかった。 5月6日からは一部の作業員を案内VIA地区の発{JIUに移動させた

5月12日から、言ij年l支つラスコ:1犬ピ、ソト

月16日IV層埋土中より縄文土器を

下げたところ、下よ 1)石|型炉を

を出土した南側め調査にはいった。 5

としてÝL!:~里した。ところがこれをぬいj

を検出し、これらの遺物も同一遺構出土とみな

し、 S1 111とした。その誌は南側の地山面までの掘り下げを進めたが、道路跡と小土J底数主

が検出されたのみで、遺物が集中して出土したところも JG49付近のみに限られた。

ほぽ実iHljの終了した 6月1~ 3日に平板iHlj量による地形12]を作製し、 3日案内Vi宣跡B地区

の調査を終了した。
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5 I 04竪穴住居跡

記録の調査

V第2図

第 2章

発見逃構と遺物第1節

縄文H寺代幣穴住肘跡1 

たまたま l二府観祭にいれた1Rラインのトレン

図版2) 

-90 
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第2単調査の記品
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V第 3図 S 104竪穴住居跡出土遺物

チからの検出だったため、表土からの断面観察ができたが、それでも培は確認されず、あるい

は屋外炉の可能性もある。，}:戸部分はちょうど十三の恨の真下にあけ、{此性iがひどか勺た。開設二l:

誌はこわれた一個体の土器を使用したようで、まわりに口縁邸を血めて中央部に底部を配置す

る方法で構築されており、接合した口政部の一部は倒位に置し、て使用されていたっまた、 i転出IJ

にはほぼ南北 2 亨IJ に I~! !(長石が配置されている。この I~G石は焼けた痕がまづたくみられず、がと

して俄能していたとは忠われない。
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第 2~: 調査の記鈷

S I 17竪穴住居跡 (V第4図 図版 3)

K 150、KJ 50・51地尽から第IV層面で検出された。第IV層中位の縄文時代晩期遺物包

の聞で石組炉及び焼土を検出した。しかし、黒色土面での検出のため階、柱穴等を確認するこ

とは困難であった。このため地山上面まで掘リ下げ、たが、新しい風倒木痕による撹乱などのた

め床面と思われる部分の凹凸が激しく、竪穴住居跡に確実に付属すると確認されたピペノト等も

なかった。 遺物についても炉検出面から縄文時代晩期の遺物が出土しているが、ヲ

跡出土のものと確定できなかった。

以上のような検出状態のため、竪穴住居跡の法量はほとんど;WJ1)得なかった。ただし、ピッ

トが炉周辺を中心として廻っているところがあり、これが竪穴住居跡の惜の付近だとすると、

佳約450cmの円形のものとみなすことができる

S 1111竪穴住居跡 (V第 5・6r雪 国 )~Ji 4・5) 

J H49、J149地区から 回にて険出きlLた口第lV 1)ドげIドに縄文;土器底部を出土、

半載したところ埋護でないことがわかった。さらに帰 1)下げたところ黒色土の円形落ち込みプ

ランを検出、この時点でS1 111堅穴住居跡としたむ南側は斜面のため椛認し得ない笛所もあ

った。ほほ、壁が円形に し、長軸295cm、知事由283cmである η 深さは北miJ も確認面の高い

ところで50cmで、面積は7.85ぼである。

中央やや南西寄りに 6個の石を使った方形石間炉があり、その周辺にほぼ、完形に復元できる

2個体の土器があった。炉はほぼ一面に焼けていたが、この土器は焼けておらず、

廃棄後にほとんど間をおかず棄てられたものと思われる。明確に柱穴となり得るピットは検出

きれなかったが、北東部にこの程穴住関跡に付属すると思われるつラスコ状ピペノトが倹出され

た。また、炉の焼土直上から黄褐色こと層が峰認された。

V第 6図に示す遺物出土した。 6 ・8は炉付近からまとまって押しつぶされた形で出土した

ものである。 7は住居跡床上面から出土したものである。その1tsI土L、ずれも床直上からパラノ〈

ラに出土した。いずれも縄文時代中期末の土器と思われ、したがってこの竪穴住居跡も縄文時

代中期末のものと思われる。
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第2章調査の記録
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V第 9悶 S K Fl印0-1什1フラスコ状ピツト
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V第7表 J咽番号Iv第刊悶 I図版掠日ヮ IV図門版 S 
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V 5 K 18土壌 ±壁土
1 .~~~掲色土(lOY R%)粘性r-t0 孔1;車率低。

II月1it褐色土粒子を若干混入。
2.黒色土(10Y R 7イ)Ni'l"'l:中。孔隙率11:10 

!珂賞褐色 i二1'1，:子を極くわずかにi1U，-c
3.黒褐色土(10YR%)粘性中。孔1;草卒1:110

lり]賀褐色土粒子を多量に出入。

4 .~~~褐色土(lOYRYz)粘性中。孔1;京本1'11 '0 
5. 11ft褐色土(10Y R %) tl1j性強。子Lli京率低乙

m
 

-

V 5 K 19土壌埋土

1 .':I~褐色ゴ二(1 0Y R%) t~i性強。孔!革率rþ 0 
1ft褐色ゴ二主主;ニf-を辛子i二in入。

2. IIt'I褐色:1-.(lOY R%)粘性強。孔|革工事I十1，

1m 。

孔|諜率高。に..~~.I_，寸t褐色了上(lOYR%) 
i手石層。

褐色:上(lOYRJ;i)粘性強。孔1;京率低c
10Y R%  tft褐色士を若二!二j見入。
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V ifi16表 J市l:Rl番号 V第181'21 I剛番号l
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dミ 長 '1¥111 りOC!D 主'J 'Ii:h 74cm 
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第 2章調査の記録

V S K 109土壌埋土
1. !;IιI，!，汗11おH色立 卜.(けlOY只 ) 1宇約村;江千I1什i

ワ !攻えび粁干れ行カう‘す字若-j一千F二i弘i見t入つ
2. 11 (HK¥色J-_(lOYH見)fii性rjl 干し 1;京キ~11"手 [fけ月色=1:1，立一f-をiji入。

ボロホ、ロ

V SKF112土療埋土

1 た褐色ごL(1οY R%J lij'性信 :ILI;京 .>_tq止。炭{ヒ~7JJえぴノミミス:t-;:

日比入。
2. 11附I{'巾J庁H尚品邑ご土i上仁:二島 (け10Y H):i諸看 ) 1中村帖;江千布11出川ih1
:3 !.lArめ色土(lOYR7~) もJ i"lt l礼子LI;京ネIIIc -lf~t褐色土粒子 l O'6 M

A 

1. 1切{r'd日色七 (lOYH i 1叫がum孔1;京 f宇~irL 1言j色の土がブ。ロソ
;7:1犬で出入 A

5.黒褐色 i二 (lOYR%i 1'llj性中;孔1;京卒中こ釘褐色了j--ブロ y クl

O'ó iJ~ 入(日層と1'，司!留と忠われるが、色調を観宗すると
:H討よりi''il二ではあるが明るいJ

V第21図 S K F112フラスコ状ピ yト |法

A 

V第22図 S K 115土壊

Jf; 

V S K 115土壌埋土
1 ，'，'，¥色-1:(lOY R克)あli刊:中 干しi活字11:1:. ボソボソ
2 
一
J忠，'，旦‘1汁!，1'尚ぬ 色 i上- (けlOYH.ミ%l1宇払料粘桁1ド仏W砧桁:九千山什J山什川ihケj'汁4↑T性1"グ/

〈、ο

3. iI川g色 L(lOY H }:í)粘性 1:IJ c 干しi涼y宇~r+1
Q 1事lくしまっている

4.地色:1:(lOY H.)i) frli性強。孔¥;京本{止。 iおくしまっており地
Lの:1:が多;誌にjit入ζ
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11寺
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V第23表 持図番号 V第25図 |図版同|

i宣m名 S K1l8 検出地区 Ij H4刊、.J147，48 

法 長 'Il!l! 183cm ili!h 114cm 

司日王 t河木口 ::;; ::l 2 Clll 雨i l.7 出(i境千百界ま
での ) m' 

If3 態|不問円形 主'!i!l!方向 不 日月

JtJJ 不 JlJJ 

V 5 K 118土壌埋土
1 .黒色土(J 0 Y R 7i') *~i性中 G 孔隙卒中。
2a. At.His色 i二(10YR%)粘性中。孔1;京率l十黄褐色:::l二車¥L

子をわずかに出入C
2b. A!:¥褐色こL (lOY R%) *ej性強行孔[;i;U卒中。武褐色ごとヵ、

IJ、ブロック:伏にiii入。
3. 褐 色 土 (けlOY只封)1中料枯'1平山Il点l片片川j'け，性|

しまつている一「i 
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V第26図 S K 119.122土墳
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V第27図 S K 120土護
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V第28鴎 S K 121土境

第 2:'辛 i品tm:の記録

)f~ 

11寺

V S K 119土壊埋土

1 .黒色土(lOYR百)*I'j性rjlJ 孔l話不rt1;:;"Li1t褐色二七p:rをわ
ずかに混入。

"-.褐色土 (lOYR%) *l'j性']丸孔版ヰエ中。
;3. 黒褐色ゴ二 (10YR%l粘性I←札 .jU京[%，rll

4 黒褐色こと(lOYR出}粘性中u 孔ド京王手111e ボソボソ

1m 

V第減 I.j悶番号 叩 6図 |図n日番号 i
遺構名 S K122 検nlf也灰IJ 147 
法 長 'Ml 8υcm );1，1 事Ih 73cm 

王t-f主司 J菜 ラ1 25cm li百 0.5111' 

JJヲ 古包 不怒円 Jf~ 主4ilH方向 N-87"-'W 

11:寺 j明 不 日~l

V S K 122土壌埋土

1. t市褐色.-1:(lOY R %)粘性中 ο 孔i事率i弱。やわらかい《

V第26表 挿図番号 V第27悶 |図版番号l
i宣構名 S K120 州地区I.J .J 48 
法 長 'MI 94('m 'j;¥[ i¥i!ll 70('m 

fl i;長 J、A白ーP 55c01 rifi ft't 0.6111' 

)f~ 古.u昆d・ 不思惰円形 主制l;j/Iij N -30" E 

/l寺 j切 弓ミ fln 

V S K 120土績埋ニt
1 黒褐色こi二(10YRち)*I'i性1:1..1，孔1;京本1:1-'ごボソボソ c
2.褐色土 (10Y R %i *1'i'lt~TI\o 孔1;京本{止。池山の i二が出入

3. 11音褐色了i二(lOYR%) *~i性 11' 0 fLl積率r+I" ボソポソコ焼七わ
ずかにJLt入。

4 N.~ 褐色了上 (10Y R%) お'í'I"j:111 コ子L隙Jf~LI"lc tJt褐色1:1':ljてをわ
ずかにiii入。

Jf3 

H寺

V S K 121こた墳 壇土
1. .'.~l; t，%色二 (10Y R%) Ni役中。孔1;京本Ij10 ノ、ミスがわずかに

jit入。
2 褐色 iニ(lO YR%J 粘性~J>L fLl涼Z利氏。

ハU
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第 2章調査の記録

V第28表 挿図番号 V第29・30図 図同号|図版11

遺構名 S 102 検出地区 I0 A50、OB49，OB50， OC札 oC50 

東 m~ 日主 西 iWJ 南 iWIJ 壁 ~t 1WJ fj川奈

;法 8一辛一 E (2，65111 ) 3，21m (2.18111 ) 3.25111 

壁 伊口1 0.09m -0.34m 0.23m -0.32111 。06m-0.12111 O. 20m -0.42111 
蚕長三豆1 壁溝 i幅

壁龍 i架

7巳 官.1μ忌、 方 方5 積 I12.69m' 主軸方向 IN-880-W  

1]瓦 ま )--" 位置 東壁北寄り 構築素材 l芯部訂組
プラン確認

壁面の状態
しまけがよく、 11[;1:、町;華院に;1]:い立ち上がりをしている ;ヰ<:1笠及び再j監の一吉15が確認
さ.11-なかった。

断面観察による Jj~土の状態は次のとおりである口
1.黒褐色:土 (10YR%)粘性中:コ炭化物 3 焼ゴ..ticJ-2υ 混入二L-.は柔かい U

2 11者褐色土 (10Y R %) *I~i.{:i層である 炭化物 19-0の土は締りがなくボソボソし
している。

覆 土 7. 黒褐色土(lOYR%)半Ili性中O 炭化粒子 1%。浮石30%0 Ü~ 入土は締っている c
4. 黒褐色土(lOYR%)粕1-/主中。炭化粒了.5 。ローム 59/o (j ~}:)It土粒子 1 j二

は柔かし、内

5. 黒褐色土(lOYR%)粘'J'lJ::I I::J '-'極小粒~小粒ローム 5%。焼土粒子 3L?o。やや
柔かし、。

ほほ:if-tn.で路間である c i主将跡、尚南1;高の床而よ 1)、マウンド:1犬の焼土範囲カ;'{i{ii認
床 国 された。その他、北西隅においても、焼土範囲が確JiEされている また、 :1ヒH!'七百に

広い範IHlにわたって、カヤtたの炭化物が1ilf.認されている

壁 講 確認されなかうた n

柱 ;-¥ はっき i川、t穴と思われるピットは !Iái認されず、二iじ '~f~中央寄りにどノトがーワ冊;認さ

ピ 、/、 れた"

y信託子Aな石を;日;村ーとして摘築されたものである。悼j直音15!えび'J:tlhH¥仁i部における焼土範

間が広く確認された カマド内における断面観祭による埋上の状態は次のとおりで

ある u

1 黒褐色1'.ilυY 1}j 'i'l:'0主孔 Fí~-tネ i応 +I!~q祈HTi!二iil 人一
2.に.j;l"i] :r~ 色 -1'， ( Y R支j十Ilj'ltなL -JU京中I向。J;)~íと物なし む立二L粒子阪大3 1'lí~'P.( 

:3 _f1:¥褐色上(2.5YR汚j料i性仁11"孔i革本rl10 ~::[r 大 2%む
4. 褐色土(7.SY 粘性ql0孔1;京率低ハ粒子ji長大 2 111'[物出多:iflit入♂
0. と:色ーじ7.;:，YR )十五 1"1:\]オ 1Li;JjUt~III':f 土子中 :j 色粒子 l

カ て7 F I (:j.褐色一一L(J()YH対)Nit!:rl'.孔1;京率!日:.NJ小1r){;ι 焼 u江
7. IIf1褐色 I~ (1υY H.}il *llit't1L N:了ー小 1Se，.. rJUヒ物2%. 
8. -bt褐色ごi牟 (10Y H%) *r1i'l'l!:1rtl ロームブロソケであるつ1:i'i:'U:r(rlt1 (Jム (1色pr

11] 1 *:，:1'小3%口村1物{裂なし miヒ物なし
9 11古褐色 i二(lOYH%) 1'rJi'i'H JJ~化物w大 300
10，武憾色!~ (10 Y H %) 1'rli'l1f:なし -!'LI;京;:%':r!lu
11 ，児褐邑 ~L'. (10 Y H %) i什

物l'H多
12， b'lrl:，l色ゴ， (l()Y R%) *rJj性!j，). fLl;J，1;千;f日:u*，'; f-ノト 1 炭化物JsU二企々 し

13 渇色 !二(lOYW日)品作:~J~J "イLI;京，干qlL1，';J七rl12 til'i_物十日rlFijl~ 人、

- 107--
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案内V遺跡

V第29表 挿図番号 V第31・32図 図協号Iv図版12
遺構名 S 103 検出地区IN A51、NA51、NB52 

東 1ft~ Fま 西 {則 壁 南 1ft~ 堅: jじ 1ft~ 壁

法 壁 長 2.59m 3.03m 3.56m 

壁 問口3 0.18m-0.36m 0.04m -0.23m o ..32m -0. 37m 

量 壁溝!幅 0.05m -0.10m o . 08 m -0 . 17m o . 04 m -0 . 12 m 

壁 j草深 O.09m -O.18m O.10m-O.15m 0.08m -0.09m 

]f3 台.1.:.忌A 方 lf3 積 I10乃 主軸方向 N-85
0-W  

台、 ま ど 位:置 東去を北寄り 構築素材 芯部石組

プラン確認 南に援傾斜をなす黄褐色地山田において、 H音褐色の方形フ。ランを確認した。

壁面の状態
壁はしまりがよく、ほほ垂直に立ちあがる斜面にて検出されたため南壁全部が確認
できなかった。原形は方形であったと忠われる。

jじから南へ綬い傾斜で堆積している。断雨視察による埋土の状態は次のとおりであ
る。
1 .暗褐色土 (10YR対)粘性弱、ローム10%混入c
2.掲色土(10YR%) f!tj性中O

覆 土 3.褐色土 (10YR%)粘性中。かたい石層。
4. 暗褐色土 (10YR%)かたくしまっている。
5 黒褐色土(lOYR%)粘性強。炭化物混入。
6.黒褐色土(10YR%)粘性弱。かたい。
7 .黒褐色土(lOYR%)粘性なし。ポロポロしている。しまりなし。

床 面ー ほぽ平盟で!皇国である。

壁 i巷. 西壁及び北壁全部と東壁カマド以南において確認された。

柱 fi、 住居跡、北西隅を除く、三隅に柱穴らしきピ、ソトが確認された。他(こ住岩跡南西よ
ピ 、ソ りに一つのピットが確認された。

扇平な石を芯材として構築された煙道部の長いカマドである。またカマド内で検出
された土器片は数1t自体分あり、完形となる土器は検出きれなかった。カマド北側宇III
部分外にマウントj犬になった焼土範閣が確認されている。カマド内における断面観
察による埋土の状態は次の通りである。
1 .暗褐色土 (10YR先j粘性弱。ローム10%混入。
2.褐色土(10YR%)粕性中。国い石層。

カ マ?
3.赤褐色土 l5Y R先)しまっている。
4. 暗赤褐色土(7.5YR%) (焼土)少し柔かい。
5.黒褐色土(10YR%)粘性弱。回い。
6. 暗褐色土 (10YR先)溜くしまっている。
7 .黒褐色土(7.5YR%)柔かい。
8. 黒褐色土 (10YR%)粘性中。柔かい焼土粒混入。
9.赤褐色土(5 Y R，%')粘性強。しまっている。
10. 時掲色土(7.5YR%)粘性中。柔かい焼土粒混入。

遺物とその V第32図に示す遺物が出土しました。ほとんどが土師器斐の破片である。 9は紡錘

出土状態 車の円盤部である。

ハU
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第2章調査の記録

V第30表 挿図番号 V第33-35図 関版番号Iv図版13
遺構名 S 105 検出地IRI N H-50 

東 {則 壁 西 is.ij 壁 南 is.ij ~i! jヒ iWJ Pま

法 壁 長 (1. 96m) (1. 28m) 2.50m 

壁 問口1 0.02m -0.41m 。06m-().25m 0.22m 

量 壁溝 IIJ語

5主 j毒 i菜

Jf~ 古b色、 形 5.09111' 主軸 fiI会] N-87
0 
E 

台、 ま どl位置 東壁北寄り 構築素材 芯部石組

プラン確認
体jに緩傾斜をなす賞褐色土地山上面にて、フランを確認した。しかし、南側は削平

が著しく、 {i在認できないところもあ勺た

南に緩傾斜をなす面に構築された住居跡、のため西壁の一部と南壁の一部が確認され

壁面の状態 なかった。南按及び商壁はしまりよく、垂直に近い立ち上がりをするハ東壁は垂直

に近い立ち上がりをするが、しまりはあまりよくないハ

jじから南へ緩い傾斜で堆積している。断面観察による埋土の状態は次のとおりであ

る。
1. !fA樋色ニ仁川りYR;%)粘性中心孔!芯率低。 i.壬1-5 mmのベミスを極わずかに出入3

2.黒褐色1二(lOYR%)匁i'lt}:'No -iL間五千'frゃっ{王0.5_. 5 mmのpベミスを多量にiLi入つ

覆 土 3.黒褐色土 (lOYR%! *l~性中 ω :rLlí車率{氏。径 1 -3 mmのパミスをも表わずかに il~ 入。

4.黒褐色土 (lOYR%)粘性中。干し1;京J卒中。百1-2 mmの，パミス出入G

5，褐色ニiニ(lOYR%') 粘性なし。孔lí京ヰ~9Jc ノ丈ミス J*í[~入。

6. によい黄色土(2.5Y~3) ギllj'lt なし:rL隙率~I ヘ ノペス塊混入。

7.黒褐色土 llOYR五)*・11，'1主1110孔!j車率低。lOYR% 褐色土フPロックをわずかにiit入。

局乙 面 ほほ平坦で堅!詣である。

Ai一宇一ー 港 確認されず。

穴
はっきり柱穴と忠われるものは確認されず、西壁沿に 2つのピットと、 SI05ci勺北

壁を切るような形で土壇;Ijt(底部に焼土範閣を楳認している)のピットを確認してト。 、;ノ
いる。

扇平な石を芯;村として構築されたものである。 遺存状態が非常によく、天井部袖部

共に芯材の1:1が構築当時に311:い形で遺存している。また、支脚として用いられたと

思われるの土師器の底部及び完形にはいたらない、数1Liil体分の土器片が検出されて

いる。また m\境音I~中央音1;に完Jf~の土師器禁が検出されている。煙道は j互い。カマド

内における、断面観察による思土の:lk態は次のとおりである。
1.褐色土(7.5YR対) *1~ 'I" t: ノj 、ョイLlí京卒中っ焼土。

2，黒褐色土 (lOYR%)粘性中。孔i漆4QJ.Lf-壬 1-5 mmのバミスを脱僅かに含む勺 S105j主活跡
覆こL1層である。

3.黒褐色二上'.(lOY R克)粘性小コ孔i車率l.jJo 径0.5-5 mmのハミスを多量に含むoS 105住居跡覆

カ?
二仁2層て.、ある。

4.黒掲色二仁 (10YR%) *I~tt 中。-íLl草率低。径 1 -3 mmのパミスを僅かに含むコ S105住居跡説

ごt31留である。
5， >>~褐色土(JOY R%) *li'l生I.jJつ孔l結率低。径1-2 mmのパミスを極僅かに含む。

6，褐色ニ仁(lOYR%，) *lli'l生大。孔限率低。カマド形成(上部)土と忠、われる粘質二i二。

7 .赤褐色土 (5Y R対)*(i性小。孔i革率低。焼二t. ギti質オニが焼けたものと忠われる ο

8，褐色 1二(7.5YR%')粘性小。孔限率{止。焼jこのボソボソしている。

9，褐色一上 (lOYR対j粘性大。孔隙率{氏。カマ 1"十由形成ニi二。 h1i'l!1土。

10，暗亦褐邑土 (5Y R%)半8'1生大。孔|恥利氏。l.Yt土σ カマト-袖形成二仁カf焼けたものの

11，時褐色土(7.5YR%l粘性中。孔|掠率低。焼土。ボソボソして柔かい。

12，褐色土(7.5YR対j粘性中。孔隙卒中。lOYR対ぷ色の焼ニヒをさTむ。

1.3， 11奇ぷ褐色土 (5Y R%)粘性小。孔1;京2千三{誌のシルト賀、lOYR封、亦色の焼ゴニを含む。

遺出物土と状そ態の
V第34・35図に示す泣物が出土した。遺物はかまど付近から集中して11:¥一一!二しており、

土師器禁の破片がほとんどであるが 坑 l点出土している。

っ、u
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n3 

5 

V第34図 5 105竪穴住居跡出土遺物(1)
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8 

1J。
7 

V第35図 5 I 05竪穴住居跡出土遺物(2)

第 2節 その他の遺物

1 土器

第 I群土器…縄文時代前期初頭の土器 (V第39図 1， 2、3、4， 6 ， 7、9) 

各種の縄文原{本を使用している。原体の種類により類別が可能であるが、ここでは一括し各

資料について述べる。

lはRLとLRの単節の撚りの異なる原体を全面に回転させている。その結果、各原体の条

が交叉し網目状を
る。またところどころに綾絡文も観察される。飴土に砂粒は含まれるが、

繊維は含んでいない。 2はLRの原体2本を結束第 1種の方法により結び合せ回転施文してい

る。胎土に多量の繊維を含む。 3はLRの原体を縦{立に回転施文している。胎土に多量の繊維

を含む。 4はLRとRLの二本の原体を結束第 1種により結び合せ、羽状縄文を表出させてい

る。器商では殆ど結束部しか回転されていない。胎土に繊維を含む。 6はRLの縄にRの縄を

右回り方向に螺施状に巻きつけた原体を回転させて異条斜縄文を表出させている。胎土に砂粒
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を含むが繊維は含まない。 7、9は、断面形が三角形になる口縁部破片。頚部に無文帯を挟んで

LR縄文が施文される。胎土に繊維を含む。以上の土器の内面は比較的丁寧にへラ状工具で磨

かれている。

第II群土器…縄文時代前期中葉の土器 (V第39図 5) 

この 1 片のみである。 lî}~ J--~'J二部には LR の縄のji受給文が、その下部全面に Lの撚糸文が施さ

れている。胎土には繊維を多く含み、内面は横方向の指頭による調整がなされる。

第III群土器-・・縄文時代中期の土器

jV第39図10-17，V第36図1， V第四札V第叫30，31、V第39図19、V第州20-27、V第ω

t、図図 2お8 、 2沼9 、J3泣立2工、 :3幻3沼3 、九v 第4却O図3犯6~:3結8 、λV 第4孔1図泊 -----:.ι16 、 V 第3幻7図 5 、 V 第3幻7図 3 、 4 、V第3認8図7 J 

第1主主 (V第39図10-17)

給機体の圧痕文により口縁部文様が構成される土器o 10、11、12の3片と13、14の 2片はそ

れぞれ同一イ閤{本である。 口1縁‘或まJは土弁:1状!日伏歩犬:突;起包をもつた討波え:[状!伏犬口1縁:最設となるカ

分カか.~れ1 る例や、 16 、 17のように単に山形となる例がある。口縁部文様は 16を除いて結縄体の側

面圧痕を基調とし、口縁上立高や頭部のi年佑:上では縦位置に連続して抑圧し、文様帝内では口縁

に沿って数条平行に地文する。 10、11、12は文様帯内でも縦位置に連続して施丈している。口

縁部の突起下には、 10、11のようにリボン状の突起、 13、14のように橋状の突起、 17のように

ボタン状の突起、 16のように縦位の粘土kdtによる路線等が貼付される。そして、そのそれぞれ

には文様帯内に地文しているのと同ーの原体が抑圧されているの 16は文様構内に施文されるの

はLRの縄の側面圧痕である。{本部の文様はj刊行縄文が施されるが、 10-12及び15ではその横

位回転、 13、14はLRの縦位回転、 16はLRの横位回転によって地文されている。胎土には極

く僅かに繊維を含む。内面は丹念にへラ:1犬工具により磨かれている G

第 2類 (V第36図 1、V第39図18、V第40図初、 31)

文様帯内に主立しミ原体の圧痕により J1¥形文列を施す土器。 v第36図 1は四{聞の弁;1犬突起をもっ

波;/7¥口縁の土器て、あるつ口縁上端と頚部に粕土紐の怪帯が貼付され文様帯を形成する。文様帯

内には、 LとRの二本の原体と一組として瓜形文が施文される G また文様帯の上下の隆帯に沿

った部分、文様帯上下のi掻帯上、口縁部突起から垂下する波状の経常上にもこの二本の原体が

一組で抑圧されている。 体部は 0段多条のLR原、体の末端を結んだ綾絡文と斜縄文を施してい

る。 v第39図18は文様帯内の瓜形文がO段多条のR原、体を使って地文されている。文様帯下限

を画している降帯上にはLJ京体を縦位に連続して施している羽状縄文が施される。 v第40図30、

31、34は弁状突起の突起部分であるが、粘土佐貼付ーによる降i貯と原体の側面i庄痕により文様が

構成されている。 使用されている原体は Rの撚りのものである。この種の土器では胎土に砂粒

を含むが、繊維は混入されない。内面は丁寧にへラ状工具で謄かれている

116-
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第 31:H (V 第391~19 、 V 第40図20-27)

粘土紐貼付粛による隆帯と、それに沿った体状工具による刺突列で文様構成される土器。 v第

39図19、V第40図20-26は向一個体である。粘土佐は口政上端で鋸歯:Ikに貼付され、口縁下の

文様帯内では水平に貼付される。刺突事IJは文様帯内の水平に貼付された粘土紐の間に施される。

隆帯上にも刻自が施されるが、 V第40図27では原体の側面圧痕が縦位に連続して押圧されてい

る。胎土に砂粒を含むが、繊維は混入されない。内面は丹念にへラ より磨かれている。

第4主ti ( v第401豆12R、29，32， 33) 

地文に縄文を施し、粘土紐貼付の経常で文様を構成する 口縁部の資一料V第40図28、29

では、口縁は平縁となるようである。粘土おu土日紋J::_端では鋸歯状あるいは格子白状に貼付さ

れる。 u縁下~体上半では科技に交叉させて文様を作っている。降帯上には29、33、V第36図

2 のように縄文がIf:IP転されることもある。地文として月~I:、られている縄文はお、 32では LR の

績位回転、 29 、 33では RL の横位回転、 V 第361玄12 では RLR の右上一左下の~~;I 位回転地文によ

るc この極の土器でも胎土に砂約:を含むが繊維はj昆入されな¥"0内面はへラ:Ijt工具により

第 5 類 (V 第40図36-38 、 V 第41 図39~46 、 V 第37図 5 ) 

充j霞縄文によって文様が構成される。全体の器形は V 第371~ 5が示すょっに、口被がやや外

)乏し、体上半部ですぽま 1) 、体下半部で膨むようである。~尤線は粗雑なものが多い。 V 第40図

36はノj、Jf~の土器であるが 口縁~体上半部に弧状の沈椋により文様を拙き、そのところどころ

に俸状工具による刺突文を施している。第37図 5、第40図;刀、 38は同イ自体である。 沈線によ

って区画された無文部分に所謂f抑制犬の貼付文が付けらlLている。また、第40図41のように刺

突亨IJ を縄文部分の問縁にめぐらした例もある。充填される縄文は LR と RL の r~bj 原体があるの

)J台土には砂粒が混入きれる。焼成は良好である。

第6矧 (V第37図 3・4、V第38図 7) 

全体の器Jf予は第 5主!と同様、口縁部が外反し{本上半部がすぽま 1)体下半部が膨らむc 器商全

体にt+行縄文が地される c V第37図4、V第38図?のように口縁部に無丈，;??が設けられること

もある。縄文は 3者とも RL原体を用いて施文している。1]白土に砂粒を含み、焼成は良好である c

第W群土器..ー縄文時代後Jmのこ1-.器

( V 第和蜘山4ω叫O咽山図

V 第38 図9 ~l日1、V 第如刷4臼l凶57~59 J 

第 l知 (V第40図:35、V第41図47、48、49、50、51、52)

地文に縄文を施し、沈線文による文機構成がなされる。沈線は太く、曲線的にひかれる。地

文に用いられる原体には LRとRLのi両者がある。給二仁は綿砂粒を含む。焼成は良好で、堅放な

仕 kりとなっている。
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第2~l~ (V第41図53)

格子白状撚糸文を施した

第3類 (V第41国65)

刺突文の施される土器。比較的先端の鋭い工具による刺突文が列をなして施されている。

原体は Lの撚りのものを用いる。

第4類 (V第37図6、V第39図8、V第41図54、55、

粗製の土器である。 v第37図6のように口縁部に無文帯を設ける例、 V第41図54、55のよう

に口縁以下全面に縄文の施される例、また V第/11図56のように口紋部に平行沈椋をめぐらす例

などがある。縄文は LRとRLの両者がある c Jj台土に{土砂を含む。焼成は良好である。

(V第38図9、10、11、V第41図57、58、59)

第41図58は網代痕、 59は笹;葉:l:k庄痕を残す。

第V群土器・・・縄文時代晩期の土器 (V第38図8) 

口唇 1-に一条沈椋がめぐり、その外商に刻日が施される Q 口縁部の文様帯は、数条の平行沈

組と沈線凹部に施された刺痕亨Ijによって構成される(}t本部は LRの縄文が地される。給士は精

選された粘土を用いている。焼成は良好で竪微な仕上りとなっている c

第VI群土器・・・弥生時代以降の土器 (V第38図12、V第41図60、61、62、63、64)

第 1類 (V第38図12)

地文として縄文を施文し、沈線により文様を描いた土器。口唇外国は指頭の圧痕により小波

状を呈し、 と端には縄文が回転砲文される。口縁部の丈掠帯には二条の平行沈線がめぐり、そ

の下に連続する弧状沈線がひかれる。体上半部の文様帯は、 土下限をこ条の平行沈静えてい!函し、

上限に接して平行沈線により連続する弧線が二重にひかれる。また下限に接しでも逆向きに弧

線がひかれる。さらに下限の沈j壊の下にも口禄部文様帝と同様弧線がひかれる。地文にはRL

原体を用いるが、体上半部の文様帯内では横位回転、日縁部、体下半部では

で回転して施文している。胎土には砂粒を含む《焼成は良好で、ある

第2類 (V第41図60、61、位、 63、64)

撚糸文を施文するこ仁器。原体はRの撚りのものを用いる。器厚は薄手で胎土に砂粒を含む

焼成は良好で、ある。

2.石器

遺構外からは計12点のお器が出土している c その内訳は石銑 1 点 (V 第42図 1 …平基有茎~lí)J 、

不定形石器3点(V第42図2-4 )、出石(V第42図5)、磨石(V第42図6・7、V第43図12)、

有孔石製品(V第43図8)、磨製百斧(V第43図9…刃部破損)、石棒 (V第43図10...頭部のみ残

頭民部に三又丈、周縁に 3か所の掘り込み)、鼓き石(V第43図11)である。

。。
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V第36図遺構外出土土器実測図(1)
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V第37図遺構外出土土器実測図(2)
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第 3章まとめ

第3章ま と め

案内V遺跡は、 A.B両地底で2年にわたる調査の結果、次の遺構が検出された。縄文時代

竪穴住居跡3軒(A地区 2、B地区 1)、フラスコ状ピ、ソト 9基(A地区8、B地区 1)、平安時

代竪穴住居跡3軒(A地区 3)、土横18基(A地区 3、B地区、道路跡 lである。 以下各遺構

をつけ力[Jえた¥， '10 

縄文時代竪穴金属跡

3軒検出されており、炉の形態は石囲炉 2、土器埋設石間炉 lである。また削平が著しく、

壁が不明確な住居跡も多かった。

フラス3状ピット

ヲ基検出されたが、 A地区と B地匿のものは性格が異なる。 A地医のものは集中して検出さ

れており、 3基が重複していた。また SK16から縄文時代晩期の遺物が出土しており、その他

のフラスコ状ピットもほぼ、その時期のものと思われる。

平安時代竪穴住居跡

いずれも A地区から 3棟倹出されており、すべて東制にかまどを持つ。主軸方向もほぼ同じ

であり、縦貫道の案内III遺跡検出のものとも類似点が多い。

また遺構外出土の土器群を分類したものを型式的な編年にあててみると以下のようになる。

第I群土器:長七谷地第IV群土器。本遺跡例の口縁部資料は花積 F層式土器に類似し、長七谷地報

文に記されているように、そのIII群、 IV群に時期的変差のないことを示していると言えよう。

第II群土器:円筒下層 a式土器。

第m群土器第 1類:円筒上層 a式ニi二器。地域的な変差をもっ土器も含まれる。
第m群土器第2類:円筒上層 b式土器。
第III群土器第3類:円筒上層 c式土器。

第III群土器第4類:円筒上層 d式土器c

第III群土器第 5類:大木10式;土器O ただし、仙台湾周辺に典別的な大木10式土器とはかなりおもむ

きが巽っている。その影響下に成立した土器と思われる。

第III群土器第 6類:第 5類と向様である。

第N群土器第 1類:前十)j要内 I式土器。

第W群土器第 2類:第 1類に伴う土器。

第W群土器第3類:この種の土器については類例を知らない。

第V群土器:大洞C2式土器。

第VI群第 1 類:小坂 B 式土器。ノト坂地域での該j切の土器}1~ll 式は輿山 j問、安保彰両氏によって設定さ

れ、奈良修介、豊島玲i両氏によって追認されている。その後、県内で確認された例がなく他地域との

比較により今後検討したい。

第VI群第2類:小坂X式土器。青森県内では鳥海山式と呼称されている。
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JJU稀n 火山!売の鉱物化学的分析

別編 I 秋田県はりま館、大岱11、案内V、払田柵跡および、

平鹿の各古代遺跡中の火山灰の鉱物化学的分析

上分析方法

東北大学農学部

庄子貞雄

山田一郎

1次鉱物組成分析用の試料は、火山灰全体の場合はそのまま簡でO.1-0.2mm部分を採取し、

次L、でテトラブロムエタン(比重2.96)で重鉱物部分と軽鉱物部分に区分した。軽石部分の分

析用試料ははじめに分離した軽石を経〈粉僻した後、火山灰の場合と同じように重鉱物と軽鉱

物の 2 つの部分に分けた。各部分の鉱物組成は、それぞれ200~300粒検鏡し、その結果を粒数

%でしめした ο

火山カラスの形態はスポンジ状、繊維状、扇平状、頼粒状の4極に区分した。スポンジ状は

無色で鋭角な多数の突起をもっヵーラスであり、内部に小気胞の多いものから少ないものまで含

めた。繊維状かうスは無色であたかも繊維が束状になったようにみえるものである。)両平状ガ

ラスは無色で蔚平であり、スポンジ状や識維状がラスより厚みがある。頼粒状ガラスは茶褐色

から黒褐色であり、多数の微品を有する角塊状のガラスである。

火山灰中の路、鉄鉱の特定の化学成分を定量することにより、火山灰の岩質判定や噴出源の同

定が有効で、あることが、庄子らにより明らかにされているので、これを供試火山灰にも適用し

たむ磁鉄鉱の化学分析用の試料;土、火山灰全体の場合はそのまま、分離された軽荷;は立乳鉢でで、一十ト

分粉{砕i砕手したf後麦、 磁右石aで

鉄封鉱;を水の入つたヒピ.一カ一に入れ、マグネチィクスターラーで回転しながら浮遊物を除去した。

この操作を浮遊物がなくなるまでくり返した。次にこの磁鉄鉱を分解し、 Fe、Ti、Zn、Vを定

した。

2 .分析結果

1) 1次鉱物組成(表 1) 

はりま館遺跡、のNo.2 (M B 75-M D 75、第 1層)は本質物である軽石が大部分である。一方

向遺跡のNo.7 (M B 75-M D 75、第 6層)は類質物である多量の岩片を含んでいる。このため、

No. 7は試料金体の分析と、試料より分離した軽石部分とに分けて分析した。大出IIのNO.9 (T 

W45、oP IINo.-l1、第 2層)案内V (lANV、SX08、第4層)および払田村IfrのNO.21(D 
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分析結果

HTH、第49次KD37)の各試料も、同様に火山灰全体と、軽石部分に分けて分析した。平鹿

遺跡のNO.22( 8 H K、D0 2)は細粒な火山灰であったので、全体部分のみを分析した。

はりま館遺跡、のNo.2の重鉱物部分は全体の 4%と少なく、その組成はシソ輝石と磁鉄鉱と少

量の普通輝石から成る。軽鉱物組成は無色火山庁、ラスが圧倒的に多く、その形態は大部分がス

ポンジ状である。 ll!去鉱物中には少量の科長石が含まれている。同遺跡のNo.7の軽石部分は、重

ともNo.2とまゥたく同様の鉱物組成をしめす。これに対し、同遺跡のNo.7の全体部分

は、重鉱物中に少量の角 r}~J{îが含ま j して L ヨる。また軒鉱物相成は;判長，fjが269cS と 11珪石部分より

多く、火山ガラスも頼粒状のものが大部である。

大出口、案内V、七、同柵の各遺跡の各試料の全体部分の l二大鉱物組成は、はりま館遺跡のNo

7の全体部分と同様の結果である。そして、これらのi立跡の各試料より分離した軽石部の l次

鉱物組成も、はりま館遺跡、の時0.2およびNO.7の粍石在日とi司慌の結果である。ただし、案内V遺

跡、の全体部分の重鉱物含廷がと高い憶になっているが、これは案内V遺跡の概要にも記し

てあるように、火山灰が降下後、移動堆積したためと考えられる。

火山灰は全体部分を分析したにもかかわらず、その 1次鉱物組成は、軽石部分と

ほぼ同様の結果となっている。このことは、同遺跡の火山灰は、大部分本質物から成ることを

しめているハ

磁鉄鉱の化学組成(表2) 

各遺跡の分析試料は、はりま館遺跡の部分にはNo.2とNo.7の全体と軽石部分、大岱II遺跡で

はNo.9 と軽石部分、および案内Vj遺跡で廿No.l7の全体、担当日柵跡遺跡ではNO.21の全

体、平鹿遺跡ではr~o.22の全体であるの

Shoji らは日本各地より保取した新鮮な!恒石やスコリアlt1に含まれる磁鉄鉱の化学分析を行

¥，-"磁鉄鉱Iてtの十Ti'f直が高い在、火山氏はji;長

灰は苦;r:)，~賀であることをしめした。

1)、j主にトTii直が高い干呈火山

各試料ーの ITiおよび十Ti他をShojiらのV-Znベ 1しト上にブロソトすると、払田

i;lI&のNO.21以外は全て、火山灰は流紋岩質となる。ただし、これらの試料で平鹿遺跡のものだけ

はZn/Fe十Ti値がやや低く、 V/Fe十Ti1砲がやや高くなっている。磁鉄鉱は混性条件下では変

しやすい。払回柵遺跡は水田状態のm性状態にあったため、この遺跡の火山灰中の磁鉄鉱は

をr;A:けているものとおもわれる。

磁鉄鉱の化学組成からみると、火山灰ははりま館、大岱II、案内Vの各遺跡、のものと平鹿遺

跡のものの 2つに

可能で、ある。

きる。 tL田tHlh宣跡の火山灰は、崎鉄;[，11:が変質を受けているため夜分不
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別編 I 火山灰の鉱物化学的分析

3 考察とまとめ

東北地方とくに青森県、岩手県および宮城県の多くの古代遺跡中に庄長質な灰白色の火山灰

が見出されている。井上らはそれらを十和田-a (To-a，大池による名称-青森県の東半部

に広く分布する)、秋田焼石軽石(AYP、岩手県中央部に分布)胆沢火山灰(岩手県南部に分布)、

灰白色火山灰(宮城県一帯に分布)に区分した。しかしこれらの中で胆沢火山灰と灰白色火山

灰は同じ火山灰の可能性が強い。

さて秋田県の遺跡火山灰と井上らの4火山灰との関係は以下の通りである。

{まりま舘の火山灰

NO.2 は、磁鉄鉱の化学組成は To-a ヱ55~60% 、 =10% 、 Zn およびVキ 1000ppm)

ときわめて似ている。しかし、 1次鉱物組成はTo-a火山灰(震鉱物含量は 5%以下、重鉱物

組成はシソ輝石キ50%、普通輝石キ20%、磁鉄鉱キ30%であり 軽鉱物組成は無色火山力。ラス

が圧倒的でそのうちの半分以上が扇平:IK力、、ラスである)とは次の点で異っている。火山ガラス

の形態はTo-aは肩平が大部分であるが、No.2はスポンジ状が大部分で、ある。NO.2の普通燦石含

量はTo-aより少なく、磁鉄鉱含量はTo-aよりも多い。従って、 NO.2の火山灰はTo-aとは

異るものとおもわれる。

同遺跡のNo.6の火山灰は、岩片が多量に含まれること、および火山方、ラスは頼粒状のものが

多いことなどから To-aとは区別される。

従って、はりま館遺跡のNo.2とNO.6の火山灰はTo-aの噴出直前に十和田カルデラより噴出

した大湯軽石とおもわれる。

大岱II遺跡と案内V遺跡の火山灰

大岱II遺跡、案内V遺跡の火山灰も、岩片が 含まれること、火山方、ラスは頼粒状のも

のが大部分であること。そして軽石中の火山方、ラスもスポンジ状が多いことなどから To-aと

は区別され、大湯軽石とおもわれる。

払毘楠跡の火山灰

在、回柵遺跡の火山灰は、腐植がかなり含まれており純粋でないこと。また湿性条件にあった

ため磁鉄鉱が変質しているとおもわれることなどから、井上らの 4火山灰との対比は難しい。

従って今後払田柵遺跡の近辺の丘陵地の遺跡または土壌中の新鮮な火山灰を用い分析する必要

がある。

平鹿遺跡の火山灰

平鹿遺跡の火山灰は宮城県一帯に認められる灰白色火山灰(重鉱物含量は 5%以下、重鉱物

組成はシソ輝石キ60%、普通輝石キ20%、磁鉄鉱キ20%、軽鉱物組成は火山ガラスが圧倒的で

その形態は大部分がスポンジ状で、ある。磁鉄鉱の化学組成は、 Fe=55-60%、Tiニ 10%、Znニニ
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考察とまとめ

1000ppm、Vキ2000ppm)と1次鉱物組成、総鉄鉱の化学組成ともきわめて類似しており、灰白

色火山灰と同ーの火山灰と思われる。なお灰白色火山灰の年代は、 10世紀前半と推定されてい

る。

4 引用文献

(1974)、火山灰中の強縮性鉱物の化学組成と噴出源との貞雄、小林進介、

関係について、岩鉱誌、 69. P 1l0~ 120 

2) Shoji S.， Kobayashi S.， Yamada 1.， and IVIasui ]. (1975) Reiation ships between the Ge 

ochemistory and Ferromagnetic Component and the Chernical of Air-born Py-

roclastic Materials， J. Japan. Assoc. IVIin. Petr. Eco. Geol.， 70. P 12~ 24. 

3) 井上克弘、山田一郎(1982)、東北地方における奈良~平安時代j宣跡埋土中の粉状ノバス

について、岩手県文化財e調査報告書:、第72集、 P442~459 

4) 大池昭二(1972)、 ト和田火山東麓における完新一陛テフラの編年、第四紀研究11、P228

~235 

5) 白鳥良一(1980)、多賀城跡出土土器の変遷、

~38 

火山灰採取遺跡地図

多賀城跡調査研究所紀要、 7. P 1 
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別税lII1 火11))究の;正物fヒ守羽

表 1 一次鉱物組成 (粒数%)

.1!1 ヨミ 鉱物組成 粍鉱物組成 重鉱物

同; ，;式 1斗 名 シソ 普通 普通 磁鉄 火山ガラス(形態別) 判長 合最;

名 ス:-f，'
扇平 ql買13t

行英
(重量%)!iijI石 !i~~行 角間百 Jill: ，、/斗、〆~ー 繊維 :fi 

N()ど

{土
l' W:~G I\.1 ~ 46 4 50 82 10 l つ] 4 4 
;:-n 1 Wi 

1) N.，_ 7 
J‘ :j7 3 52 、3、 6 66 26 9 

土士会、 ，ゴ， bWi

能
!¥!， 
i‘九九 は~iルvt n I) 43 {元
:;r， G wi ィi

大 NO.11 9 17 55 ! O 円 :~ 70 24 
ifiト~ i .:!i ~ nj 
i 9 

7 I 17 I 46 ii T1~r4jF57111去 1 46 76 G 
i1;j'~乙1 

'守、 1 A ~~ V S X ()お 30 円/ 63 13 15 1 :34 

I}~ 
;:n ，1 NfI 
No.17_______ I 
fIf3A4間N続V行s Xoメ 43 ‘♂》 55 91 4 3 

J出LlH比旦2H21 1 竺E 日前49止 5門i 15 つ l 円/ 10 

j;flfr DHTH 丸í~49;)..: 5'7 11 .q 1 16 ソ 1 
K D:37'1!壬fl

鹿平 K 48 18 17 54 6 7 4 
S K 1002 

一ーー一一L一一一一一一一

表2 磁鉄鉱の化学組成

試 半q・ 名 (%) 
TilZ11(v  ZI1 
(%) I (ppm) 1 (ppm)Fe+Ti ~(X 10-" ) 

M B 75-ivl D 75 I 56.58 9.90 16.5 

65.70 7Al 1408 I 1294 19.36 1.87 

M B75-M D75 
if当石

汗0.11
つ

NO.9 
11 I T W 45 No.ll 59.03110.101132011203 I 19. ] 1.7 
第 2層 1降石

~y一&サ一叉三 ト~o.l 7
lANV S X08 1 59.73 1 7.8611196 11102 I 17.7 1.6 v 第 41留

.}:L、 No.21 

十iilflii} DHTH 第49~k I 52.15 I 14.41 1 782 I 1248 I 11. 8 1.9 
K D37 

三rzI No.~? 
I 57.23 I 10.67 I 1015 I 2009 1 15.0 3.0 8HK 

JP~ I S K i'002 
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案内 VI 遺跡

遺跡番号 No. 4 

所 在 地 鹿角rli花輪下案内102番地他

調査対象面結 12，600m' 

調査面航 7，240m 

調査期間 昭相57年 9f1 2日-10月22日

昭和58年 5月6日-7月21日

昭和58年8月18日-9月30日



第 1i章誹a1tの概要

第 i章調査の概要

第 1節遺跡の概観

1 . 遺跡の層

案内VI遺跡は東西短長 540mもあり、遺跡の層序もかなりのj也i正差がある 1訂1l古参JH¥) 

A地区西端部では去土も ~-w く、 20cI11紅ですぐ地山に至る A 地区西部~rl←1 央部にかけては、

く表ゴ二が40~ 50cl1l f!r~ となり、この部分は機械によって排一七した。 A地区東部は縄文i時代

の竪穴住居跡が集中して検出された筒所であるが、原地形で最も高い位置にあたり、 I~目毒性時に

削平が著しく、住居跡の壁も検出できない状態であり表土は20cIl1恕で地山に::r~づたの A地区東

;品青山土谷lillとなっており、 I也山まて、1土50cmf'J.であるが湧水がj散ししリ也区てがあった。

B 地区西部は案内VI遺跡中最も土層の状態の良好なところであった。 LJ 53付近における層

位は第 l層黒色土:表土 (40cm九第五層黒色土:大潟j手石粒を含む。平安時代造物ii古層(20cll1

第III層にぶい賞桂色土:大湯汗石層。部分的には欠如しているところもある (5~15cm )，第 IV

層黒褐色土:平安時代及び縄文時代遺物包含層。あまり出入物を含まない(30~40じIn )ο 第 V 層

色土:地山i事i移層" J立構の路認面 (10Cll1)一第vU語黄褐色土:地山。粘質ご1'.・ B地区東部に

いくにつれ徐々に表土は薄くなり、東端部では20cm科となる。

C 地区にはいると地LlJまでの深さはま

まで 1mと深くなる。また東端部の一部では

もみられた

2.遺構の分布

くなり、 30~40cmfll となり、東端部では地山

さで大沿;-'子石層が 7101以上Jtí~1Þ していた

案内VI遺跡で倹出された遺構は縄文時代竪穴住居跡5軒 土J時 161í!~ 、 7 ラスコ状ヒソト 3 法、

Tビソト 1法、 j盟主主1主主、議跡2条、焼Lj宣1WJ5点、 fi:i-';三2~J去、招立柱建物跡 11束、近路跡 1

で、ある。

面積に比べると遺構数は決して多い方とは言えないが、 j立構が集中した筒!万iがいくつかみら

れた。 QF80付近は削平が若しかゥたもののややまとまゥて遺構が検出されたの NC63付近は

も遺構の集中して検出された箇所であるが、削平がお:しく住居跡の ~!lr も昨認されない e~:j所が

あった。表慌によりこの北東部から多量のj立物が出土しており、この地域に遺摘がカi~コてい

るようであった。 1C 20{，j-j[Iにも土峨、ピットが集中してみられた。
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案内VI遺跡

3. 遺物の出土状態

遺物の出土量はコンテナ 6箱程度と少ない万である ο 遺構内からの出土はその遺構によって

バラツキがあるが、最も多い SK 105でも50J¥-，JYと少なく、遺物のまったく出土しなかった遺

構も多かった。 遺構外出土遺物もそれほど集中するi'，iH所はなく、遺構の集中する笛所の周辺か

らの出土がほとんどであった。

第 2節調査の方法

案内V1遺跡は花輪高位段j王のJ民部に広がる約 8万m2の遺跡と推定されるが、調査はその極一

部をl幅20m程で相l長〈調査したにすぎない。また、調査は工事の都合上3回に分けて行われる

こととなった。このため、遺跡を西から A~C 地区と分けることにした。

昭和57年度は中央のB地区の調査であった。 B地区西方に任意の基準点を定めてこれをMA

50とし、南北基線はアルファベット文字の組み合わせ、東西基根は 2桁の数字とし、これらを

組み合わせた南東隅の交点をグリッド名 (MA50、KJ 49など)とした。排土場所がないこと

から排土はA、C地反に除てた。また、東側は削平されていることがわかったので2mのトレ

ンチを入れるにとどめた。

昭和58年度はまずA地区から調査を始めたハ A地区の遺構番号は 101から付すこととした。

試掘の結果、 A地区西側の表土が若干厚いことが確認されたので、西側はパックホーによる機

械排土を行った。その後に昨年残しておいたB地区の基準杭をもとにA地区にも 4X 4 rnのグ

リットを導いた。また、東側にも B地区の排土が残されたままだったので、これもバいノクホー

により排土した。

一且案内1V遺跡にはし>t).， 8月下旬から最後のC地区の調査にはいった。 C地区の遺構番号

は201から付す一こととした。 C地区も排土場所がなかったため東側に土留めを作り、そこに排

土したむ C地医の市道南側は遺構が検出されなかったので、一部の調査にとどめた。

遺構の実iWJは、業者委託により打設したグリゾド杭及び'20m毎のレベル基準杭を基に間尺で

原則元hで行った。また炉、理主などは必要に応じてFflでとった。遺構配置図は平板測量により

遺構の集中している笛所はだ00、その他泊。で行った。

第 3節調査の経過

案内V1遺跡は工事の都合上3四に分けて調査を行った。

昭和57年 9月2日、案内V遺跡の作業員を約20名分離して、案内V1遺跡の発掘を開始した。

。。
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第l主主 調査の概要

B地区西側より表土のJ屈り下げにはいったが排土場所がないため市道南側を最初に掘り下げた。

表土は予想、を上回り 1m程もあるため、とりあえず北側に 2mのトレンチを入れ、全体の土層

状態を把揮することとした。その結果、東側はそれほど深くないことがわかった。

21日からは高僑修補佐員が調査に参加した。その後、地山への掘り下げそ続けるが、遺構は

検出されず、遺物の土器量も極めて少ない。 28日には大湯浮石層の残りの良い LJ 53の土層の

剥ぎ取りを行った。

10月9日、案内V遺跡の調売が終了し、 案内¥11遺跡にはいる。 12日、焼土遺構を確認S

N01とするが、近世のものとわかる。 18日、柱穴とみられる SK灯、08を検出、実測を行った。

向日には航空撮影も行う o 19~ 21日には来年度発掘調査区域の下刈りなどの整備を行った c 22 

日に器材、遺物等を埋J議文化財センターに搬出L、昭和57年度分(B地i玄)の調査を終了した。

昭和58年度は 5月6日から A地区の調査にはいった。西側は表土が厚いため機械排土するこ

ととし、一旦作業員は全員案内V遺跡にはい!)、 9-11日に行った。 11日からA地区西端部の

調査にはいり、 12日石回炉を検出 S1 101とした。 19日Tピットを倹出、 SK T 102とした ο

24-26日にかけては 3基の土墳を総出し、 SK103-105としたっその後機械排土を行ったA地

区西側を東方向へ拡張していったが、:r章構は検出きれなかったので、分布調査で遺物の確認さ

れている A地区東倒からも平行して表土掘り下げ‘にはいり、 6月1日に 2軒の石組炉を持つ竪

穴{主席跡を倹出、 S1 106、107とした。 遺構の集中しているこの箇所を拡張していくこととし、

さらに緊穴住居跡 土績 フラスコ状ピソトなどを検出しそれぞれ遺構番号-を順に付していっ

た。 15臼、東北大学農学部庄子貞雄教授、山田一郎助手が主iゆかし、大湯浮石のサンプリングを

行った。 30日-7月3日残る A地区東1&1]を機械排土するため一旦調査を中断した。 4日から調

を再開し、 6日には C地区東端に土留めのネいノト を行った_ 7日機械排ヒの終了したA

地区東端部の表土剥ぎにはいった。 11日には航空撮影を行った。 13日用衰を恰出、 SR 126と

した。 A地区東端部の遺憐はこれのみであり予想された B地区の1、主穴に続く遺構も検出されな

かった。その後はA地区東端部の風倒木痕を掘り下げ、 21日に A地区のi調査を終了したの

調査の都合上6月23-27日に西側の一部を掘り下げて中断していたC地区の調査を本格的に

再開したのは8月23日であった。排土場所が!浪られているため西端部と中央部の 2班に分かれ

て、それぞれ東側に表土剥ぎ区域を広げていヮた。26日、西部より遺構があいついで検出され 201

から遺構番号を付していった。 以後も表土剥ぎ区域を拡大していったが東部では小ピソトが検

出されたのみであった。 9月10日に航空槻;Uを行った。 14日東部で大湯浮石層が何回かにわた

りした笛所を検出、サンプリングと実ifllJを行った。 26日突iWJをほぼ終了し、平板による

構配置図の作成にかかった。 28・29日器材ーの清昂及び点牧を行い、 30日に器材の搬出、プレハ

ブの撤去を行い、 2か年にわたる案内¥11遺跡の発揖調査を終了した。
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案内VI遺跡

第2章調査の記録

第 1節 発見遺構と遺物

1 .縄文時代竪穴住居跡

S 1101壁穴住居跡 (VI第2[~ 図版4)

Q C79・80・QD79、80.1也尽から

は耕作地として堆積土が削平されており炉に付随すべく 、床面、

において、石組炉を検出した。この地区
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第2章調査の記録

た。

石自体は熱による変色が見られるが、炉内や炉付近からの出土造物は検出されず、時代確定

となる材料は全くなかった。

S I 106竪穴住居跡 (VI第 31:Kl 図版 5) 

N C64、65・ND64・65地区から地山上位jの数センチ上層にて石間炉の露出音1;を線認し、さら

に掘り広げたところでこの石田炉に付随する壁を確認した。南側は斜面のため確認し得ない{苛

百庁もあったが、長車t1i366日11、主d車III322 cmである c 深さは北IHU

は10.1m'程度‘である。

しまりがよく、垂直に近い立ちあがりをするか、一部に木恨の痕が見られる。

炉は、中央やや南西寄りに 5個の石をi史づた方形石間炉があ 1)、その内部からはわずかなが

ら炭化物、焼土を確認した。この住居跡に伴うピットは検出されなかづた。

出土した遺物は第 3図1、2の波状口綾部の波JH部と忠、われる土器!?である。外面はRL縄

もj菜いところて、26cmで¥

文原、{本を施文し、 l条のjJ七線を口縁部に廻らしているものと思わj〆しる。波服部内面には紙状の

隆起が認められる。 1、2とも縄文後期ごろの十ー器と思われるむ

S I 107竪穴住居跡 (Vl第4 ・5図 図版 6) 

N B65、NC65地区より地山上回で、石組複式炉を検出した己炉はu字形を呈し、引用の偏平

なJlIJ京石を用いて燃焼音1)と前庭部に区分している。本複式1:戸の燃焼部93><71cm古iJ底部70×101

cr口、炉の構築材料としている石は偏平な)11原石を用いたもので、特に燃焼音ISが焼け

変色しもろいものであった。焼土はこの部分に集中している、段大正i63X 33cm、最小石 7X 7 

cm科!支の石を使用しているが、回石に使用した石は大きめの石を11Ije.列し、そのi車問を小さい石

でふさいでいる。炉内から出土したj宝物は全くなかったが炉に付随すると思われる土器gが焼

焼部の北側に数種類まとまうて出土したの第 5図 1~ 4はRL単前j縄文!京体を縦{立回転施文し

たものである。 5はLR単節縄文!京体を*iiE位回転地文したのち校給文が砲されている。縄文中

期末の大木9か10式j切のものと思われるの

検出したこれらの複式炉、土器片をまとめ、 ると 縄文時代中期末葉の

ものと推測できる。

S 1112竪穴住居跡(VI第6図 図版 7) 

N A62、63地区より地111上面で椅P=JJ!ラを

斜面のため確認し得なかったが、残存する

黒色のプランを雌認した。本住居跡南側部分は

、長ijiUl345 cm、短車I1J265 cm、

ハ
h
u
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5 1017霊穴住居館痩土

&し 、~;.! ~，かい健 1 1" 民
1 t.~._I ' __ {-1' _~~へ
2 町制色1. )1パ H噴出 lL，(I fUl. 娩 IP
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S 1119竪穴住居跡(第 7・8図

図版8) 

M 160・61・MJ 60、61地区より地

山上国にて円形石囲炉を検出し、さら

にこの炉の西側において炉に付随する

と思われる一部の穫を確認した。壁は

S K 122 して検出したカヘし
ら

新!日関係は判明しなかった心南・東側

においては耕作等による削平をうけて

倹出できなかうたが、残存する部分で

の深さは38cmである。主制i方向はN23
0

Wである。

第2章調査の記録

VI第 8図 S 1119竪究性居跡出土遺物

15i困の角擦を用いて、方形に近い!日に構築されたものである c 石間炉内部は全国に

j度って焼けており、焼土炭化物、灰が見られた

本住居跡;から出土した遺物は土器片が数点、石器が l点にのぼる 8図は胴上部以上:の土

器片の出土が見られるれ外面は LR縄文原体を縦位、横位、本H立に回転地文L、内面はミカ、、キ

による調設が施されている ο 縄文時代後期のものと思われる。第 7図1はそイ匙と思われるお器

ある。土器片は炉のである。 ともキ111かし を施して刃音I~ を形成している。

北西より床面上と思われるところから正立し

て出土している。本{主皆同;の使用時期jを

すれば縄文後期のものと思われる。

2.ごとi宿.Tピット・フラスコ:1犬ピット

VI第9図 S K T 102Tピット
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vl SK了102Tピット

埋こと

1. 茶色1:(lUYH日i
中古11:"!'η 孔i革手E仁jJ、
ボソボソしているハ

:2. ，W:i'.お色j'. ilOY R%) 
1'lllIJ:I!J e 孔1;京卒中 liY:
褐色j ，~:をわずかに含む C

3. 黒褐色!こ(10YR%i 
ギIli'I"j:1や。 干しv京工卒中。 ボ
ソボソしている

4. 故褐色土 (lOYR%) 
h1i'lt強心干しi;京本 J白
山の1:がくす"J.Lたもグ〉

と忠わhる

A “::::219.60m 一ー…A

2m 

ハ叶
υ円。
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VI第11図 S K 104土護
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VI第12関 S K 105土壌

j立物は全部で 4点を数える円 VI第21[完]1はIJトl古1;
にキIIIかい単iii'iL R縄文原体を横伎回転L、2条
の ~tk:~jl を摘して無文，;i? と縄文帯を区間している。

内而はミガキによる調絡が植されている VI第21[2]2 (土単
節LR縄文原、体をWif立回1!抗告文したのち、 l
の~tM~で縄文帯を[三回した二1:器 !jf て、あるごし
!t1j前菜の器片と忠われるが]層よりまとまりなく出土し

た

Vl 5 K103土境埋土
1 i，i，，;褐色ゴ (lOYR 予言)孔j;京ヰ叶k10 く同色'1 1 大粒lO }åil~ 入:

i主物包含層。
')によい黄褐色一!こ (lOYRえ}
:3 切茂掲色土(lOYR%)砂:j:!:lkでかたくしまった土。
-<.立渇色jょ(lOYH元i31語にjじしてはす 1二ベリ〉らかいが

Wlくしまゥた土3)認が305óf.J~Hι入。
S ，~l.た1.‘

万虫褐沿色ご土上仁宇jチ大Jゴゴ1ギれ料杭ヰψ:守tヤfカがJまじ iりjあづた i上:一 しま 1)カあま
りH，九ない J 人為的に辺jめ反されたような

{"I-Imめで粒子が示111かく混入U
5 黒地色1:(lOY只百十lfl'fお色土lOYH出i1賀福色土大
( .主主褐色立 (lOY 十位1m色土lUYR記)J *:Zc -'~:!;褐色

土大いがまじりあったーにしまりがあまり良く

ないν 人為的にJ'llめ!更されたような土、 51土、
黒褐色Jニの古1]合i]¥'rll~;j いー 7 は 6 よ n さらに尚い

8 1i-f8b怠土(lOY しまりのよいh1i質 1:
9，武褐色二i二(lOYR)ヂ)地illn

Jf; 

11:] 

Vl 5 K 104土壌壇土
1 ，黒褐色1:(l!lY R%) 孔[;京率高】 zitf品色土小;N~ 1 9/õ?1~ 人}

VI 5 Kl05土壌塘土
1 ，黒褐色ニ仁(lOYR%)干しi謀本rlJ::J 1tY褐色こと極小:fir:少量出

人P

2. 11奇褐色土 (10YR%)孔[;京卒中。主に下部に緩く薄〈帯
:1犬に黒褐色土がiti入する。

3. 黒褐色二i二(lOYR%)孔|部卒高Q fiY褐色土極小粒少
入。 2層も中~大粒状に少量iil入。

4. U古褐色ニt(lOY R%)地山への漸移層fJ01員 2摺が小~

5. ljï褐色j~_ (lOY R%) JtEIIJ0 

-170-
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//二二¥¥長
¥ ~ ( SKF109 ¥ ¥ノ々
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人，
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VI第13図 S K F 1097ラスコ状ピット

長、
砂ー由自白司ー t: 

-ー閉山一明白吋動

羽第14図 S K 110土壌

第2章調査の記録

… j帰国番号|…
i立構名 S K F1ωl検川

'Ii由 116 ('1日

量 i染 さ 68cm [r[j 1.7m' 

主'Iiill方向 N-7"-E 

11寺 j切縄文11寺代 7

VI S K F 109土壕埋土

1 .黒褐色 (10YRち)もJdt中三孔i結率低 小館、賀福
色ゴ二炭化物若 I~当;{j-t 入】

2. 黒褐色一L (jοY RJ&i Wi'lt出コイLI;京率高。
::l.品色よ:(10 Y R %) *I~'性中己 JLI;~U手q止z 炭 flJ勿特有

行 i二:量{比入ご
d 宮，'，l~悩色土 (lüY H.見:3J留と同層と思えるが黄褐色粒

の出入が 3 層よりも多いためfK~1jした σ

5. !lti'渇色(10 Y 11. % i fií 'l'1二 ~I] 口孔i'京ネ高 J 炭化物.茨
褐色ニ仁フ、ロソク 1 混入。

追悼名倹出地区 N C62、NCG3 

法[長 制II 1刊C'JJ1

f門lTI i町寸冗〈 さ|山 而詰 1.1m

jf~ 態!不快fN円形 主'jilh}j II1J I N -430 - W 

時 同月

VI S K 110土壌埋土

1. JJ.¥N，b色j二(10YR ち)帖 1"七 +1" 干し 1;車尋~1IL 炭化物若!ニG
2. lIij褐色上 (10 R日)*8tl:ll'c 孔i事L千二{止 J はお若干混入心
児褐色土 (JOYTミ討)キ~i'lt出リ孔1;手:率 l高亡 tft褐色=1:ブ

ロヴグ 10九混入心炭化物土H-[二 ~f~人c
4. t品色土 (]OYR%)粘'Jil:強υ 孔I;;r.)十三{止一

VI SKFl11土壌壊こと

1. !:I.¥t詰色土(lOYR~イ) 1;~j'11:強ο 孔!;五平 I:i:jc 1 - 3 mm大

♂、ミ文 j}千hiiH入口
2-11 7お色一L(lOY Rち)*ii性d奈川 干しi草寺:1:11こノH案、ノイミ

ス、炭化物を企む 1立褐色土かブロノク状で
iLi入

鴇色 L:IlUY只三百iWi性出 孔印字11J; t刷業!忌
1. tK) 色 i二 (10 Y H. ~!i) N í'lt~虫 孔!~5j{不 1合i3tiヒヰ旬、 焼

j二以人一 IJt化物は !"!jl;に混入多く含む
:::; 11計局色土 (}UY 古川?/ab'lt~ 色こi二 lUY R76S0u/u j 

イ LI;京卒~ !I~ij】ハミス、炭化物を 7什i二;註

s. ;W. ì，\~色二!こ( 10 Y E % i 1'11i'!'lj!I:¥u孔筒率低ο この層に炭
化物が多に出入している。 黄視色粒1?-ôÜ~ 

ノ¥υ

7，褐色土 (lOYE%)粘性I令。孔!謀本{止。炭化物がわ

ずかながら見られる c

8. IIff褐色土(lOYR%)粘性弱。孔|掠率低。賞褐色士粒

( 1 - 2 mm大)を含む。

9. 褐色ごトー(lOYR対j粘性問。孔i;京本rt0 砂質的躍で
ある。

10. 褐色:1'.(lOY R対)*I'i'lt強。孔1;京平高。やわらかい
層である己

11 11白#b色-1'.(lOY R%)褐色二1:.10Y ]{対が 50% ì1~入。

1 Jバ;十4のカかが吋叶今1日t日出iれ1仁二土!仁こした F 弱初制11いI 1ロ2. 旦泉: 色 土 (けlOYR%) 半抗村枯桁l'市ル削ihヤi'I性|
したのち 4条の入平lドE行i沈尤l カが、全{休本的に少f量i註t訂i社出i比l人c

円

i
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ふ孟ニニム二ご三一一 淳一時一一員扇面両副

V1第17aJ S K 11 

第 2主主 調査の記持

A' 
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，._ーーーー同 H2229.60m-」'

VI第18図 S K115土壇

A 

1m 

VI第i雪国 S K 117土境

VI S Kl15こと壊 埋土
I上. 児f潟品{企立 !上二 {リ10Y1只ミ%11宇払村，，1削i

i出L比i 入二 ~Iγ;れこ 1，';]くしまうている

11('，:オリーフ俗色 .5Y%) :f'tlj作ソ I'~ -JU京j千;I-j'う砂1立
をわすかに合みI.'i]くしまっている υ

VI S K117土壊理こと

1 児1ιl.t 色 一寸十i十吟:守 (けHυJYE ヲ討~{) 宇お11川i

口 ゾク 1ο九戸匂り{泌i比i入G 炭化物i''it二M}，ー
• 11(1筒色一l".(10 Y H %) f~i性強。孔時半サ ~bt1'お色仁杭

J- /_-lヤ〔

'e: r:i'L>'0  

. r品色土(lOYH%!粘性別 3 孔1;京工科11:0 *1lI砂利目砂{14
入円買褐色二上~t~f. Ü~入ζ

II'~ 

Il寺

‘
ィ
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案内VI遺跡、

ι-H=229.5Om--4 

VI第20図 5 K 122土壇

i立構名 SK 122 制服IM 160 
'J;tL ililJl 85じm

I i水ワじ さ 78c:m rm O.9m' 

Jf3 主車U1HIlfj N -25
0 E 

H寺 J~JJ 不明

VI S K 122土墳埋こと
1. fI計14色了1-.(10 Y R %) 1'，'i性中、孔!事率中 首褐色土がわずか出入口

2. 11f:;:協色オ(lOYR;Yil h'd'I:'j'o 孔 i~，京卒1/ 1 ，.主l~tK) 色二L を多に色「む

J Lji~3ぺ4- S K 103 
3 "J 4 .--.，.， 8 5 K 105 

ヨ 5 Kl11 
1O~12 5 K 114 

13 5 K 117 

くここ〉

日口同

/' "7 ，~，~山町三.~?'::..~"! - (I 

，諸問幻広三"，:'J. I i 
::~ ;;;:t~\'\~:亡て .e })  

gl，_J 

1'1 
11 Ij AJ 

12 

VI第21図 A地区土墳内出土遺物
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vl第22図 S K205土護

第2章調査の記誌

バ
ー--<> VI S K205土壇埋土

1 .黒色|二(lUYR百)粘tj::~rt~コ孔1;京ヰミ

l布c 炭化物:ti'-'j二iit入。

員
一一一一--e

A -- A 
H=23 9，7 Om一一--D

仁 三ご(一一一両副

vl第23図 S K206土壌

門
/

V1 S K206土壌堤土

. .1.1.\H~ 色 (JOY H，日 h'l性 ~J~J 干し[;~!キ

rj' ~ ii'i!くしま J ているご L!!it呂

i色|二人一

:_> ，'，iI;間色lOY1ミ九 j'，'dt'l' イし尚子

I11 しま F ている勺 JYlf{~J 色・

1ふーを 1 へ
，'，11; f品己j二 llOYH汚， jJd'l: ~til ，子Ll連平

'1'ーやペJ しまっている 災?品
色l.i::'を 1 人一

'1 '1汁t';色 L(lliY 1-[ち h1ilやi1干しi;長不

11I fJ!L-r&~色 IJ:iJ之びプロ グ

をらりケ01ji入。 長:l!~'しか 7

5チ .'，i.'， 己 1'， i lOY Rヲ'i) ギILi性')¥].:fU;京弓

'11 ノf汁£ハサしている

1)， ，'，I1 t/，\色 I~ (lU Y R 2/:~) j'llj↑や1I 子LI;京Jft

IjJ u!'t~ の 1))1;存したもの



案内VI遺跡
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@甲町守白血ー
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話孟ぷぷ斗手ぷぷ一長二孟長以二二二二コみ二二

SK  

立J時代詩ji:)j

j二日5!11ま:全141¥でlCi点を設える ¥'1 三は半Hlカ Lイ Fl 盟主!立体を

横 lif:OTI車V~ と判{立 ftTI'!む?に地丈したのち、 2主の 'J-:状主した土251;ーであ
る 4(土 ì)~;j)~LI縁部分の ì~G と足，I.;h~t ~)か、 L Rli主iiii縄文旬、{千三を下、¥.f ¥1 ~ 向転

によって組丈し、 u 将部しろ主主:1たに沿~，て、 下部:二 2mm 7)'" mm C!U支のたさので版文
帝と平『量丈'rli を[玄 i面i し、さらに ~t:~;Jj~ ジハ izr(j古 1\に料突を IJII;こた l-_~{i:/!jーである ら、ま

キ111かい LH!jJ-r可i縄文:));(j本をfbif:i[住t]転泡立;した一I~#iFJ 11 で、半iLJ筒状の!日と j止i、われるもの
でぶ!ほ 1)に、 miJ突列を}JIIえたのち 1C，rn聞から:3mm f~I~.J交の{士主主を地主している 7 辻、 7 
はi司ーのごi二器J十であるが、 7L! 土 7 ♀そ Ij~!HJ したものである この土佐八は円筒状合一日す
が. ~i~ll~fì H.'卜"_~~~;:と思われる !tlf_奈は CrJ)を，iI-る乙外的i:土 1 rnmlY!'tのたさグ)"V: 
行と!Jll線から構成される仁掠のみにようて地Jこされている戸 10. Jliましf{討主主'!jl以上を出
{立問中U~ し、仁1 日下部に l 条の倣iUJíi を地して、手illi丈，;if を民 IIJlÎしている 1:3はれ付J-.Hf;:の
JJliiJ下部と忠われる。外1Mはし R ij~ í1fí縄文J)主体を地丈 1- .長の'FfJ:と11l1k:去の;士総で紙文
帯と縄文;，;ii:をl6:iTInしている。 19はLR.lj~ím縄文 !JRfi'を地文し、 4 m附mf¥引l
でぷ縄世丈，;慌:3出;じ;:を!毘互E凶師g街iしている}これらはいずれも、縄文後期!小誕のゴ:出と忠わh、IJ!I甘千Ij日
式。HfJtJJのものと号えられるハ 20iHドw状.J:!.;糸丈を砲した縄文後JVJiliI誕のものと}t;.;t吋L
るミ 6IまLJ幹部の F方に刺突と沈手伝を地二えしているコ石総{土、 24の不定形手IJJ'n:i器が11¥
二Lした。 Ti11{は岩であるの守主体の結i立の--i'fI¥に調終が見られる J

VI S K207土壌忽土

1 .虫色ゴ.(lOY R百)字削
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VI第25図 5 K211土壊

k -一一一『喝寄

t: 
-一一-<>

Hコ240.08m-JZ

VI第26~ S K212土壌

第 2章調査のi:i己主，1，

VI S K211こと犠 埋土
1. ，'，1，¥f1，0色 L(lUY R出j fl'ii'l: 11' . イし j~t;'i ・十一{氏、 抗褐色1'.;:，'，

1 mm~ :3111日1大、少;lliii人 iJ2ii:A0jl'i I-;J~ 人

日間色 I~ lO Yr~ ち! h'iiJH!Ii イ L!~'f; イイJlj OILi:M色七ブ
ロ 1 ク l()九 rj~.1:1':ft: JJ~ fじ4句ril' :，:出入

:=3， IJ川RJ色1'.(lUYH.誌!h'j'!"UN fし I~/!~~ ;手~!Il_ -bll，nJ色 I'，:P
fーを台む

:.1. Bi~褐色一1'， (lOY R 平l'jl'I:~j:j fU京;ri1¥; 炭化~I 句f'，: I 
~ .りj褐色 i二(7.5YF{おiNi'I!H)，j ，孔I;~(+IJ~ 民!~

j立 物!第30図25" 、29" 31は LR中iii'i縄文U;i，!*を
IH 1'，状況 i地文し、 2条の、1'-:i j' 'i:t 4'lJ!をJJIIえた!宍消縄文子

;去を)e8いる一、 :iOl土L.[1 iiiUii縄文!以{本をJ;f;f
ui:にlill転抱えしており、 IJti土11'に砂の出入が比られる
お(土 RL午前i縄丈!京休を縦l，j:lil]'1民地文;した1'.器)'，ーである
し、ずれも縄文後!tJJの L器ハーと与ーえられる{ あ:-lH;zl立{土、
不特If;;;f:、IJ)十イi器である 続i立の調柊(土地さiLてし、なL、

VI S f<212土壌埋土
lし黒?た~;f渇3色こ土仁 ¥l刊OY只Z汚ぎ)キもμ，li'l

i山二三t;比t入c きめがお1Iかい
L 'nb色 1-110Y R.:¥'i i Wi'I"HTI1，孔|部，本r1'人 '，1，¥1'月色 1'，か

.f'i'l 二 íl~ 人している

VI S K215土壊埋土
1. '忠.1，ι，汁:十5品j色7土!:，二 (けlOYf只u対4山)1干払村1千[1川!

式今〉f合Pむ
H=240，30m一一---0

.'.1，';色 L(lCJY [{汽) Wí'l'l: 1~i fLl恥十 íl~ LI'lfl，，¥色 Lブ
ロソク少 :i;~f!U-rt (J.~人

:3. 11(1，'間色 L(J() Y [{ね'i'!'H' イL問中山j i:i~化物わず
かにはi人

VI第27図 5 K F215フラスコ状ピット
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1 .虫色 i-.(]oY R当 I *ll i'I"L ~~L. ILI諸i手低む明 ~ír地色二i二 'J 台む

吋町一 i醐番号|
遺情名 S K217 検出地区 IG J州

'lilli 1.I7cm 

さ 60cm 出i 1.7m 

JIヨ オミ'!illj方向 lN 250一一E

lI~r 1tJJ 不 IJJj

羽 SK F217土壌壊土

H=240.00m一一五 1 .黒色土 (lOYRl・五ji'!';性~弘子L間半 Ijにきめキ111か

2 黒褐色土(1(1 Y R 7~) *11;性中J イLI;京率IドJ サラサラし

o 1m 

VI第29図 S K217土墳
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を石在認した。 JJ:]Jリ込み[在iはrll]

レンズ状を呈する。 JJn:リ込み

部上古ISは72x 57cm、採さ30c白m、

面積6.3m'を計る。主軸方(立は

N57
0

W。覆土には若「の炭化

物が混入していた。土器は正立して埋

められており外面はノ¥ケメ状工具と忠

われるものによって縦方向に調整され

ており朱塗りである。縄文時代11免J01の

土器と思わlLる

A 
@一一一ー

ぞ聖
A - H=229.40m~ 

VI第33図 S R126壊護

VI第34図 S R126埋聾実測図

A 
eト-

@ 

A 
-一一可申司司 H=229・3Om--t'

VI第35図 S N 120焼土遺構
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第2章 i羽在の記:H

〆一》

ο . 

A' 
-ー四一ーー・
S K 126埋護 (VI第33・34

図図版)

MA53地区にて、

口紋音Ijとこ第百)露中

れを囲む，~\ 、
/
一ブ

VI 5 R126埋聾埋土

1. H~ 色土{lO Y R;/IJ J;)~jヒ物 ll!'. 入 þil~ft~ 色

u占d、U:'iJ!'.入
2. 黒褐色 L(lOY R%l 11(1に比しややしま

1);普:い、

※ 1 • 2 .・・・・・・廷をとらえるの(土とても 11、l州

111'(潟色J-.(](lY R%l .t也山i'!iJrHn1、やわら
か~， !:j! 氾色 I~中止少泣

バロJ
SN121 

(主人

VI第36図 S N121焼土遺構
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cQJ;⑧ 
N越感蕊 SN209 

ーも j恒
A 
@ーー一司一

H=240.ωm一-i

百第37図 S N209.210焼土遺構

VI第22表焼土遺構計測表

A 岨
f l"'":a B 
E砂 通

S時213 ¥司、、 J
E マ、ぜ

可弘 、"

S 

VI第38呂 S N213焼土遺構

4. 焼土遺構

焼土は 5か所から検出されているが、検出状態

が悪〈、また伴出遺物もないため、 H寺代を

けることはで・きなカミった。

i主防~ J険也 出戸: JIラ 古島
法 量

長車IIJ 短 lU由 j菜さ
Wi 考

δN 120 
M 159 

1~ 宅情円 ff~
cm em cm スク色リーン色ト 〉部分は特に熱を'i;?びていると忠われ

M.] SCJ 206 90 21 亦f誌に変 しているところ。

S N 121 M.] 59 不終楕円形 65 I 3日 18 

S N 209 1 C 22 不忠円 ff3 dつ5 30 8 スク色リーン色ト ン部分は特に熱を'肝びていると思われ
必~.}おに変 しているところ。

北閣3JZ7Iえミ側外半と分の境は調界d線t範い間こ外出土となしたってためお、り
たまriI!，j~rt在範見

S N 210 1 C 2::) 不採 jf'fIリjβ ( (0) (35) (15 ) らの断雨i
ができた。

A不採+H円形 60 i 41 

S N 21:1 C; HOぷ 18 や1;計百円 Jl~
3かjJJi'JSt=仁が倹出され、いずれも大場汗右前下である。

ら7 ')'? 

l c不問円形 凶中の旦t;l、部分J土焼土のブ口、ゾクむ
17 :"34 

5. 柱列.~屈立柱建物跡、

S A07 (第391:Rl 図版10・11)

L 151、LJ 51、52地区より地山上国で検出した東西1間の掘立柱列と思われる。南北方向

は調査区外のため、この方向にも柱列がのびるかは不明である。柱間距離は6.05mで、柱i!i]]f:; 

は97~ 107 cmの円形を呈し、深さは56~70cmである。又直径40cm桂の柱痕跡が認められる。

S 8202掘立柱建物跡 (第40図 図版12)

J A27、JB27地区から検出した。東西2問、南北2間の招立柱建物跡である。柱間距離は

北側柱列の隅柱車線距離2.55m 、柱間延長距離~2.64 m (東から86十85+93m)であり、西側柱

つ臼00
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羽第39図 S A07柱列

第 2:!京調査の記録

列の隅柱直糠距離は2.55m、柱間延長距離2.61

m(北から86+100十75cm)、南側柱列の間柱直

線距離2.80m、柱間延長距離2.88m(西から 100

+103十85cm)、東側柱列の隅柱直線距離は2.68

m、柱間延長距離は2.69m(東から84十87+98

CIl1 )である。柱間直線距般から計画尺をみると、

北側 8.5尺、西側 8.5尺、南側 9.5尺、東i日IJ9 

尺となり 1尺は平均29，8cmである c 柱穴の規絞

は平均でT自:怪38-50cm、深さ21-26cmであり、

(，~ぐ 柱痕は確認できなかった。 I)I!J!J柱IMjの柱穴を結ん
d、
電a

fご線は東 1~1j柱列は直線に i!J:いが、その他の柱は

外側に伝り出す位置にある。主軸方向はN28
0

Eで、ある

本建物跡は規模がIJ、さく正方形にj[い平面11ヲ

で、出入口、床束などの手がかりはつかめなか

った。柱穴も浅く、住痕もなかったことから A号

えて、簡易で野小崖のような性格をもっ建物跡

と思われる。また遺構は大湯j手五層を切って構

築されている。

第 2節 その他の遺物

1 .土器

第 I群土器…縄文時代前期の土器(，Vl 

1 -6・8・10・12・13・VI第43図・66・67・VI第44図.77・78)

第1類(1 -6 ) 

O段多条の羽状縄文を地文したこ仁器である J

羽状縄文は撚りの異なる原体を用いて器面に施

されている。 日主体として用いられているのは、

L(iiとR(11の撚りのもので、ある。第40図1
は口縁部に Lの平行撚糸文を横位に回転施文し、

183 
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VI第40図 S 8202掘立柱建物跡

体部以日 Lii: の 0 段多条の縄文を地文している。体古仰資料 2~6 の断面形から推して底
部はJu底に近い尖底となろう。器厚は比較的j享く 9mm~ 12mm程あり多量の繊維を含むc 焼成は

良好n

at21領 (12・13)

爪 Jf~文の砲された土器で、ある。爪形文は R LI車、体が回転押捺された後に施文されているの胎

土には砂î~l( を含むが、焼き上りは階段なものとなっている。

第3頻(8・10・66・67・77・78)

口縁部文様帯に縄おj(文、絡縄f本庄痕文等を施丈し、体部以下に羽状縄文、特殊!京体による縄

文を施した土器て、ある。 8は口縁部に Rの原、体の側面庄痕文を横位にめくらし、一個所縦位に

している。体部には RLとLR原体の結束第 l傾による羽状縄文が施されている。口紘

部、体、部の境界には右→左の方rtuて、竹管状工具による押し引き文がめぐる。 10はRの撚糸を!袖

に左巻に巻きつけた絡縄体の側面!王痕文を口減部に砲し、体部に多[Ii由絡縄体を回転施文してい

-184-



f;f~ 2 ~~，ri 0J~] 在の言己批

VI第41図遺構外出土土器実;慰問

るrJ~;支部と{本音15の境界には科会:Ik工具による刺空列がめく、ると 8、10とも枯上に繊維を含む

焼成は良好である 66 、 67は RLRの復節の~~l縄文、 77 、 78 は多*tlJ *iH町本を地丈した休部破片

てよあるハ

第 II 群土器・イ地文n寺代中 JtJìの土器 (VI第43図 9 ・ 11 ・ 14~21 、 VI第44図40 ・ 57 ・ 58)

~~ 1類(9、11、14、15、16)

に比較的太い粘土枕を貼り付け、文様を構成する。粘土手31のtUi付された|諸には縄線丈や

刺突が施される。 9 は波状口縁の波Tfi 吉I~である。二叉に分かれた波町らは 1711i土kdLの qJí 付に

より、 2 条の控帯が弧iiil を H{i し 1 て垂下する。 1年帯Jjこは半在たした竹管:Ij~工具による刺突ゲIJ がilÉ

ぶむ i在帯j習には LR原体による縄線丈が降帯に沿うて施される。口唇部にも LRの縄文が回転

。。



案内VI遺跡

押捺される。隆帯上には、 11のように刻自の施される例や、 14~16のように縄文が回転される

場合もある。また14、15では刺突列が充f虞される。胎土には砂粒が含まれる。焼成は慨して良

好。

第2類(17・18・19.20・21)

比較的知I~】粘土佐の貼付により丈様が描かれる。 17~20は向一個体であるが、 RLの単節縄

文が回転地文された上に紺]l'粘土紐の貼り付けによって肋骨文が構成される。 17の日放部の資

t-+では、 i幅1Olllm f~~ ~í) ifr 1)巴しは誌の上に鋸歯状に粘土佐が貼り付けられる。 21の資料は粘土紐

が剥落しているが、貼リ付けられた粘土紐の上にも縄文が回転方面文される。胎土中には砂粒が

含まれるが、焼成は良好である。

第3類 (57・58)

磨消縄文により文様が構成されるもの。磨消縄文による文様は縦方向に展開される。縄文部

の区間総に沿って車lJ突列が並ぶ。器厚は比較的薄い。胎土に砂粒を含むが焼成は良好である。

地文に使用されている原体はRLのものである。

第41虫 (22・23・24・25・26・40)

第 3類同様!奪消縄文によって文様が構成されるが、文様が横方向に展開し、より出稼的とな

るもの。 22の口縁部の資料では、波状口縁の波頂部の裏面に魚鰭状の突起が付される。 地文に

使用された原体はLRである。胎土には砂粒を含む。焼成は良好で、ある。

第III群土器…縄文時代後期の土器 (VI第42図34 ・ 36~39.41 ・ 42.44~56 ・ 59 ・ 62~65 ・ 68~76 ・

79・86・87、第43国 1~ 3 、第42図~90 ・ 91)

第 l担 (65・75・76)

複節の宇+縄文の摘されるもの。原体はRLRが使用されている。 65の口縁部の資料では、折

り返し口縁を呈し、口縁と平行して一一条沈椋がひかれる c 胎土には細砂粒を含む。焼成は良好口

第 23m(27・28・29・41・42・47・49・50・59)

沈線によって曲掠的な文様の描かれるもの。磨消縄文の手法が用いられる場合と、単に沈線

によって文様の構成されるものの二種がある。 27、28、29、41、42、49が前者例、 47、50、59

が後者例である。口縁部は27のように波状を呈するもの、 50のように折返し口縁となるものも

ある。!書出縄文手法のとられるもので縄文はLRの原体が使用される。

第 3類 (34・38・39・48)

第 2類同様磨消縄文の手法により文様が描かれるが、構図がより直線的となる。 34のような

かなり肥厚した突起が口縁に付く場合もある。体部の文様では38、39のように数条の平行沈総

がめぐらされた縄文帯があり、 S字状の沈線によって連絡される場合もある。胎土には砂粒を

186 -
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含むが、焼成は良好である。

第4顎 (30・31・32・33・44・45・46)

細密な縄文と沈線によって文様が構成される。文様は全体では入組文となろう。 30-33は口

付く所謂魚尾状の突起である。胎土には極く細かな砂粒を含む。焼成は良好で非常にi竪

散な仕上りである。

第5類 (63・64)

棒状工具による料突文が地されるもの。 63は斜めに倒した体状の工具を器屈に押しあてて刺

突丈を構成している。 64は平行沈織の区画の中に、斜めに押しあてた刺突列と垂直に施文した

ものとを充填している。胎土には砂粒を含む。

第6類 (51・52・53・54・55・56・79・86・87)

撚糸文を施したもの。 51-56のように格子白状の撚糸丈となるものと、 79、86、87のょっに

かなりくずれた格子目状もしくは平行撚糸文となるものがある c 使用される原体には、 LとR

の両者がある。給土は精選された粘土を用い、色調は寅灰色を呈するものが多い。

第7類 (36・37・62・68・69・70・71・72・73・74、第43図 1) 

所謂粗製の土器である。 36、37は口縁部無文帯に二条の縄線文をめぐらした例、 62は平行沈

総をめぐらした例である。口縁は平株が多いが、 68-72のように細かな波状を呈する場合もあ

る。 1吏用される原体は LRが多いが、 68-70はRLである。胎土には砂粒を含む。

底部資料 (90・91第43図 2・3) 

90は木葉痕の印された底部である。第43図2は底部近くにIjJ高 2-:3 cmでミ力、守調整による無

文帯が設けられている。

第W群土器一・縄文時代晩期の土器 (VI第42図60・61、第43図4 第1類 (60)) 

三文丈がJoiかれる。沈線はよく調整され、殆ど彫刻的な手法となり、文様も汗!配文に近くな

る。口唇上には所謂B突起がつく。胎土は精選された粘土を用い、焼成も良好で1拡散な仕上り

となうでいる。

第 2J~Þ[ (61) 

かなり大まかな故痕列による文様が施される。休部には細密な RL縄文が施文される。仁i特

上には 1類同様B突起が付けられる。胎土、焼成とも良好で、色調は黒色に近い。

第3類(第43図4) 

台付の鉢形土器である。口唇上 口縁部、頚部、体上半部、体下半部、台部と文様帯を分け

ることができる。口唇!二には所謂山形の A 突起とニ1r~l-対の B 突起がつけられ、半111 1.-、刻自が施

される。口縁在日は丹念に磨かれ無文帯をつくる。頚部は粘土噌?をもったメガネ:りょの付帯丈がつ
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案内VI遺跡

けられる。体上半部には磨消縄文の手法によりかなり直線的になった雲形文が描かれる。

半部は細密な LRの縄文帯である。台部は二条の平行沈線によって嗣されて無文帯をつくるが、

ド端は LRの縄文帝となる。 したものを用い、焼成は良好で、ある。

第V群土器・・・弥生時代以降の土器 (VI

VI第4512191~ 100) 

5・6、VI . 80~85 ・ 88 ・ 8CJ

者~ 1類(:35)

山形の突起をも

われるが、口

突起j頁部は二叉に分かれる。口縁部全体では波状口縁を ると忠

は口縁に沿った沈線が一条ずつひかれる。 [1唇上にも一条沈線がひか

れる c 器厚は薄手で、 Ij会土には僅かに砂粒を含む。焼成は良好である c 器形はおそらく台付の

j支鉢となろう。

第2知(81・82・8:3・84・85、第43図 5) 

糸文が施される 80の口縁部の資料では、口縁付近で原体 回転させ、口縁下で縦

万jIiJにIIU転させている c i史用される原体はRが多¥"0 器厚は比較的薄い。胎二iこに砂i'立が多く出

入される。焼成は慨して良好である。

第3Jil'i (91・92・93・94・95・96・97・98・99・100、第41図5・6) 

。段多条の町、体による帯縄文と、断面形が四角 よる刺突列により文様を構成す

る Llf7f， 95~ 100 では帝縄文施文後に、それに沿って細い粘土却:を Jl.~;り付け両側を先端の }L \，'

工只で調j乏し、 il設住起判!を形づくっている。{殻!提起線はところどころ剥落した個所が認められ

る。日?縄文に使用される帥はR{!;のものが多い。
お::;4 J主・ 89)

ノ¥ケ日のある古代土師器て、ある。第 3担土器と共{半した。胎土には砂ぅ肢を

司は砂粒を含む。焼成は良好である。

2. 石器

VI .46図に示す1訂正の石器が出土した。 1は る。 2・3は石匙で、 2は先

の部分が欠Jfi している。 4 ・ 12は掻器で二次調捺して刃部が形成されている。 5~11は不定形

石総である。 5 は 1&1J縁を刃部として使用している。 7 は主要剥離面の左側#~誌がヒンジフラクチ

ュアとなる。 8は表而右1f弱点まに相L¥，ミ剥離が認められる。 9は先端iが僅かにヒンジフラクチュア

となる。 10は表面両側放にtLL¥，咋Ij離が認められる。1:3はf器製石斧である。断面形は結円形で刃

部は弧状を呈する。

石賀は 1~12が頁岩、 13が紙泥片岩である。
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VI第43園遺構外出土土器拓影図(2)
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第3章まとめ

「、

13 

VI第46図遺構外出土石器実;J!IJ毘](2)

3章ま と め

5 !jf1、 Tピヴト 1案内VI遺跡、から検出された

ト2基、 二i二墳18基、 焼土j宣j背5

1であるのいずれの遺構も しく

1法、 4

ワラスコ:1犬ピ

い状態であづた。また伴t1-}j宝物も少なか勺た。次に土器について

おいては壁がほとんど{

してみよっ

第 I群土器:第 1Jm土器は 0段多条の羽状縄文をその特徴とし、に
内の稲，1年に照合すれば長七谷地第四群土器にあてることができる。本遺跡の周辺(

II 遺跡でもこの子の土器を確認しているつ)第 2lfi土器は前期中葉の円

ら7.Lる

b る。

秋田県北部米代)11流域の円筒下層b式土器には、口縁部丈係と休部文様i討をl面するた

に 1列か 2列爪形文を連続して施文する例がある。第 21m土器の爪形文はその樋のものと見る

っ。ハ31i
 



案内VI遺跡

ことができょう。第 3類土器は前期末葉の円

第II群土器:第 1類土器は中期前葉円

d式に比定できょうつ

a式~向 b式に比定し碍る。 9の資料は中でも

ミ部分に ると見ることが可能で、ある。第 2類土器は中期中葉円 d式に比定し得

る。第 3J虫、第 4 それぞれ、大木 9式、大木10式に比定したいのただし、大木 9式、

10式の地域的な変差をもった土器と理解しておきたい n

第III群土器:第 1 土器は近年注意されているト腰内 I式土器の前段階、即ち後期初頭に

置づけられるものであろう。鹿角i11内の遺跡では飛鳥平遺跡、北ノ:林II遺跡:などで出土してい

る。この援の土器では地文にf.支節の斜縄文を用い、沈線により j品巻丈等の文様をJ-lliくことが多

いが、本遺跡W~ では 65 を除いて沈線文は描かれていないー第 2 類土器は十腰内 I 式土器の

で把えることができる。ただし、この種の土器には文僚に変化が多く大湯式との関係などで再

考すべきものも多い。第 3 類土器は、後期中葉十腰内 II 式 ~JII式、力n 曽干iJ B 式に比定できる。

第4j虫土器は後期末葉~iJSt期初頭に位置づけられる土器である n おそらく体部には入組丈が麿

消縄文の手法によって描かれ、大j同B式に至って盛行する られるであろう

{定時~Jの型式名をあてるならば\大il司 B1 式、宮戸IIlb式、十腰内 V式等をあてることができる。

第 5 類土器は刺突文にその特徴を認めるが、類fl:J、の資料を知らない。第 6 顎土 r，~は後期前葉ト

腰内 I式土器等にi半って出土するものである。第 7類土器は後期中葉の粗製土誌であろう。

第N群土器:第 1類土器は大洞B式の新しい部分、大ililJB 2式として認めることができる。第

2 頬土器は大~~司 BC 式ないしは大出 Cl 式、第 3 類土器は大 il司 C2 式に比定できる。第 4 :]出土器

はIl免itH前葉のi時期に出土する条痕文土器である。秋田県内でも海岸部の遺跡からは、貝殻によ

る条痕文の施された土器が多く出土している。

第V群土器:第 1知土器は 縄文時代H免時!大将A._'式から 会
}

f るζ

内でli所式等と呼ばれた も類似、のものがある。第 2:出土器は、小坂X式、 I)~ 

では鳥海山式と呼称されている土器である υ この間の土器には天王山式に特徴として認められ

る交互刺突丈を地した土器が伴うこともある。第 3J迫土器は後北Cz式土器て、あるコ第 3

は秋悶県内では鹿角市の北に隣接する小坂町内で早くから注意きれていたが、鹿角市内では初

見である。第 2~4 類土器はいずれも弥生時代後期に属する。

正l:1 長七谷地第IIIfl'Y:ごと器と比較すると肢体の撚 1)等の違いがあり

段多条土器にHi似するとの御教示が林謙作氏からあうた。

() 

正1:2 秋El:J県教育委員会 i11!Aヒ*1&1司会目到斗，-)立先制調査報告書こV 1982i'f-o 

fl~l: :3 秋出県教育委員会 1981i:f。など

;H: 4 秋日県教育委員会 「東北*I'E1'1Iヨ 1982年。

正1:5 秋EIJ県教育委員会 「京北縦fii今白動車道発Jlm調存報告書1V， 1982年。
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